






大管長会メッセージ

落胆してはならない

大管長

工 ズ ラ ・タ フ ト・ベ ン ソ ン

主
が予告されているように，私 たちは現在人々が肉に

あっても， また霊 にあっても恐れおののいている時

代に生 き(教義と聖約45：26参 照)， 多くの人はこの人生の

戦いに疲れ，落胆しています。最近の大学生のおもな死因

は自殺であると言われています。 また試練 と苦難の伴う善

悪の最後 の対決の時が近づくにつれて，サタンは聖徒たち

を失望 と落胆の淵に沈め，暗い陰うつな気持ちにさせて滅

ぼそうと，前 にも増 して躍起 になっているのです。

しかし，私たち末 日聖徒 は，すべての民の中にあって慌

てず，しかも決して悲観的にならないようにしなければな

りません。なぜなら 「地より平和 の取 り去られ，悪魔 自ら

の領土を支配する時」であっても，「主 もまたその聖徒 らを
まんなか

支配 し，その真中にありてこれを統治」されることをよく

知 っているからです。(教 義 と聖約1：35，36)

将来の困難な時代 にあっても，教会 はそれを導かれる神

のみ手のもとに存続することは確 かです。そうだとすれば，

私 たち一人一人の責任 は教会 とその教 えに忠実であること

ではないでしょうか。「最後 まで固く立ちて，打ち勝たれざ

るものは救わるべし。」(ジ ョセフ ・スミス1：11)私 たち

がこの失望 と落胆，絶望 を与える悪魔の計画に打 ち負かさ

れることがないように，主は多くの方法 を用意 してくださ

いました。そしてこの方法に従 えば，私たちの霊性は高め

られ，喜びへ通 じる道 に歩み出せるのです。

しないばか りか， むしろ霊 を弱めるものです。 したがって，

人はいつも神 のすべての律法 と調和 しているかどうかみず

からをよく吟味 しなければなりません。私 たちが守るあら

ゆる律法 には，それ相応の祝福があります。 しか し律法を

守らなければ，必ずそれ相応の挫折を身に招 くことにな り

ます。絶望 という重荷を背負 っている人は，主の もとに来

てください。主のくびきは負いやすく，その荷 は軽いから

です。(マ タイ11：28-30参 照)

2、祈 り

私たちは助 けが必要 なときには，祈 りを通 して大 きな恵

みを受 けることができます。 ささいな問題から，ゲツセマ

ネのようなひどい苦 しみを伴 う試練 に至るまで，私たちは
ささ

祈 る こ と によ って， そ れ も絶 えず 祈 りを捧 げ る こ とに よ って

神 に近 づ き，大 き な慰 め と助 け を得 る こ と が で き ま す 。「勝

利 者 た ら ん こ と を常 に祈 る べ し。」(教 義 と聖 約10：5)私

た ち は常 に祈 りを 欠 か して は な り ませ ん。 少 年 ジ ョセ フ ・

ス ミス は聖 な る森 に お い て悪 魔 が 自分 を破 滅 さ せ よ う と し

た と き に どの よ う に 祈 りを捧 げ た か に つ い て ， 次 の よ う に

記 して い ます 。「何 と ぞ逃 れ しめ た ま え と，全 力 を振 り しぼ

って神 を呼 び求 め た 。」(ジ ョセ フ ・ス ミス2：16)こ れ も

また ， 私 た ち が絶 望 に陥 って 破 滅 す る こ との な い よ う に す

る ひ と つ の鍵 で す 。

1.悔 い改め

モルモン経の中に，「絶望 は悪い行いから来る」(モ ロナ

イ10：22)と いう言葉が書 かれています。またアブラハム・

リンカーン大統領は次のように言 っています。「善いことを

したときは気持ちも良いが，悪いことをしたときには気持

ちも悪 い。」罪悪 は人を絶望 と落胆の淵へ引きずり込むもの

です。 そして罪悪を犯 して一時的な快楽 を得 たとしても，

結局は不幸に終わってしまうのです。「罪悪は決 して幸福 を

生 じたこ とはない。」(ア ルマ41：10)罪 悪は神の業 と調和

3、奉 仕

自分を忘れて人々のための義の業に熱心に務めるなら，

見識がさらに高められ，個人的な問題に煩わされることも

なくなっていきます。何 よりも，物事を正 しく見る力が得

られることは確かです。 ロレンゾ ・スノー大管長 は次のよ

うに言 っています。「もし少 しでもふさぎ込むようなことが

あるときは，周囲を見回し， もっと苦 しい状態 にある人を

探 してください。それからその人のところに行 って， その

苦 しみが何 かを知 り，主があなたに授けて くださった知恵
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を も っ て それ を取 り除 く よ う に努 め る の で す。 そ うす る と

あ な た の.こ、さ い だ 気 持 ち は晴 れ ， 楽 に な る で し ょ う。 そ し

て主 の み た ま が 注 が れ ， すべ て の 事 柄 が 明 らか に な る こ と

で し ょう。」(「大 会 報 告 」1899年4月6日 ，pp，2-3)

霊 的 な成 長 と い う点 か ら見 れ ば ， 自分 の 問 題 を解 決 す る

こ と に の み 追 わ れ て い る 女 性 よ り も， 子供 を正 し く育 て よ

う と努 め て い る 女 性 の方 が ， 良 い機 会 に恵 ま れ て い ます 。

4.労 働

地 はアダムのゆえに呪いを受 けましたが，働 くことは神

からの祝福であって，悲 しむべき事柄ではありません。神

もなすべき仕事 を持 っておられます。私たちも仕事 を持 っ

て働 くべきです。退職 した人の多くは活力を失 くして，早

く死に至 る傾向があるようです。悪魔でさえも怠惰 の地獄

にいるよりは，できるはずもない砂 のロープを作 る仕事 を

選ぶ， という言葉があります。私たちはよく働 き，自分 自

身 と責任 ある人々のために霊的，精神的，社会的，また物

質的な必要を満たすようにすべきです。イエス ・キリスト

の教会 には，神の王国を前進 させるためになすべきことが

たくさんあります。伝道，家族 の系図探求，神殿での奉仕，

家庭の夕べ，そしてそのほかの教会の責任を受 け，全力を

尽 くして遂行することは，私 たちがなすように求 められて

いることのほんの一部分 に過 ぎません。

5.健 康

肉体の状態は霊 にも影響 を及ぼします。 これこそ主が知

恵の言葉 を与えられた理由です。私 たちは早寝早起 きを励

行 し(教義 と聖約88：124参 照)， 自分の力以上 に急がず(教

義 と聖約10：4参 照)，すべてに節度を保 って行動すべきで

す。
一般 に食物 は， 自然のままの状態で， また添加物を加え

ずに精製 もできるだけしないようにすれば，私たちの健康

にとってさらに良い物 となります6食 物 は心 にも影響を与

えます。そして肉体 を構成するある要素 が欠乏すると，心

もふさいできます。

定期的 に健康診断を受けておくなら，予防に役立ち，病

気の早期発見をし，すぐに治療することができます。休息

と運動は健康には欠かせ ません。 また新鮮な外気の中での

散歩は霊 を活気づけてくれるものです。健全 なレク リエー

ションは私 たちの宗教の中でも重要 な位置を占めるもので

す。 レクリエーションは生活に必要 な変化 をもたらし，精

神を高揚させてくれます。
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健全な レク リエーションは

私たちの宗教の中ども

重要な位置を占めるものどす。

レク リエーションは

生活に必要な変化をもたらし，

精神を高揚させτ〈れます。

サウルが悪霊に悩 まされていたとき，ダビデはサウルのた

めに琴 を弾きました。するとサウルの気持 ちは静ま り，悪

霊 は彼 を離れま'した。(サ ムエル上16：23参 照)か つてボイ

ド・K・ パ ッカー長老が，霊感 あふれるシオンの歌 をいく

つか覚 えるようにとの賢明な勧告 をレたことがあ ります。

(1973年10月 総大会)誘 惑に遭 い，心が動揺 しているとき，

讃美歌 を口ずさみ，霊感 に満ちた言葉 を思い出すことによ
ぬぐ

っ て， 悪 い 思 い を拭 い 去 る こ と が で き る か らで す。 また こ

う す れ ば， 弱 々 しい 沈 ん だ思 い を も拭 い去 る こ とが で き る

の で す 。
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11.忍 耐

か つ て ジ ョー ジ ・A・ ス ミス が病 気 を患 って い た と き，

彼 の い と この 予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス が見 舞 い に行 き ま し

た 。 ジ ョー ジ ・A・ ス ミス は 当 時 の模 様 を 次 の よ う に述 べ

て い ま す。 「彼(予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス)は ， どの よ う な

苦 し み に 見 舞 わ れ て も， 落 胆 して は な らな い， 努 力 を続 け ，

信 仰 を 用 い， 真 の 勇 気 を 失 わ ず に それ らの 中 か ら抜 け 出 し，

そ の頂 に 立 た な け れ ば な ら な い ，と私 に 言 い ま した 。」(「ジ

ョー ジ ・A・ ス ミス の家 族 」 ゾ ラ ・S・ シ ャー ビ ス編 ，p.

54)

悪 魔 の 陰 う つ な 霊 が あ な た を 離 れ る まで ， た だ正 直 に悪

魔 の働 き か け に耐 え続 け， 負 け な い よ う に しな けれ ば な ら

な い と き が あ りま す。 主 は予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス に次 の
なんじ つか

よ う に言 わ れ ま し た。「汝 の 不 幸 ，汝 の 困 苦 は た だ こ れ 束 の

間 な り。
しか しこう

然 り而 して， もし汝よくこれを耐 え忍ばば，神 は汝を高

きに挙げたまわん。」(教 義 と聖約121：7-8)

たとえ絶望 の真 っただ中にいても，心からの努力を払う

ことによって，私たちはついには輝 く光の もとに立ち返 る

ことができるのです。私たちの主なる救い主イエスでさえ

も，十字架 にかけられていた間，一時御父からひとり取 り

残 されて最後 の試みに直面 されたのです。そして人の子ら

のためにその業を続 けられました。それから間もなく，救

い主は栄光 を得，全 き喜びを受けられたのです。試練 に遭

うときには， かつて得 た勝利 を思い起 こし，忠実であれば

続いて与えられる恵みを数えることができます。この試練

に添えて， さらに大 きな祝福が与えられるという確固たる

希望が持てるのです。また，時至 らば神 がすべての者の涙

をぬぐいたもうこと，そして 「目がまだ見ず，耳がまだ聞

かず，人の心に思い浮びもしなかったことを，神は，ご自

分 を愛する者 たちのため に備 えられた」(rコ リン ト2：

9)こ とを確 かに知 ることができるのです。



12.目 標

物事を判断する能力のあるすべての神の子は， 目標，す

なわち短期 目標 と長期 目標を定める必要があります。適切
まいしん

な目標を達成 しようと適進 している人は，落胆の気持ちな

どすぐに打 ち砕いてしまいます。 そして， ひとつの目標を

達成すると，すぐ新 しい目標を定め， こうしていつも目標

を持ち続けるのです。私たちは毎週聖餐を受けるたびに，

イエス ・キリス トのみ名 を受け，御子を常 に忘れず， また

主の戒めを守るという目標 に対 して決意 を新たにします。

聖典には，イエス ・キリス トがみ業の準備 をするに当たっ

て，「ますます知恵が加わ り，背たけも伸び，そして神 と人

から愛 された」(ル カ2：52)と 書 かれています。これには

霊的，知的，肉体的，社会的な4つ の面が関係 しています。

また主 は，「汝らはいかなる人物にてあるべきか。まことに 、

汝 らはわれ と同 じ人物ならざるべか らず」(皿 二一フ ァイ

27：27)と 言われました。私たちは，主の足跡を踏み，主
そな

と同じようにすべての美徳を具 え，主 を拝 し，私たちの召

しと選 びを確かなものにするためにみ業に励むという生涯

の目標 を持っています5

使徒パウロは次のように述べています。「兄弟たちよ。
うしろ

・た だ この 一 事 を努 め て い る
。 す な わ ち， 後 の もの を忘

れ， 前 の もの に向 か って か ら だ を伸 ば し つ つ ， 目標 を 目 ざ

して 走 り， キ リス ト ・イ エ ス に お い て 上 に 召 して 下 さ る神

の 賞 与 を得 よ う と努 め て い る の で あ る。」(ピ リ ピ3：13-

14)

主 の よ う に な ろ う と い う 目標 を心 に抱 い て く だ さ い。 そ

うす れ ば， 主 を 知 り， 主 の み こ こ ろ を行 な い た い と心 か ら

求 め る こ と に よ って ， 沈 ん だ 気 持 ち を払 い 去 る こ とが で き

ます 。 使 徒 パ ウ ロ は 「キ リス ト ・イ エ ス に あ っ て い だ い て

い る の と同 じ思 い を， あ な た が た の 間 で も互 に生 か しな さ
おも

い」(ピ リ ピ2：5)と 言 い ま し た が， キ リス トも 「何 を 念
ねんねん

、う と も， 念 々 わ れ を見 る べ し」(教 義 と聖 約6：36)と 言 っ

て お られ ま す。 も し私 た ち が この よ う に す れ ば， ど う な る

こ とが で き る の で し ょ う か。「あ な た は全 き平 安 を も っ て こ

ころ ざ し の堅 固 な も の を守 られ る。」(イ ザ ヤ26：3)

予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス は次 の よ う に言 っ て い ます 。 「救

い と は， 自分 の すべ て の 敵 に 打 ち勝 ち ， そ れ ら を足 下 に踏

み つ け る 以外 の 何 もの で もな い。」(「予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミ

スの 教 え 」p.297)神 が 義 に か な っ た 方 法 を 与 え て お られ

る こ と を 心 に留 め る な ら， 私 た ち は この 失 望 ， 落 胆 ， 絶 望

と い っ た敵 に打 ち勝 つ こ とが で き ます 。 そ して ， こ こ で私

が 述 べ た の は そ の た め の方 法 で す 。「あ な た が た の会 っ た試

練 で ， 世 の 常 で な い も の は な い。 神 は真 実 で あ る 。 あ な た

が た を耐 え られ な い よ う な試 練 に会 わ せ る こ と は な い ば か
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りか，試練 と同時に， それに耐えられるように，のがれる

道 も備 えて下さるのである。」(1コ リン ト10：13)

まことに，人生は試練です。人生は試みの世 なのです。

いにしえに神 に仕えた人々は，自分のことを 「この世 をさ

すらう旅人にして巡礼」(教 義 と聖約45：13)で あると考 え

ましたが，天の家を離れている私たちもそのような気持 ち

を抱くときがあります。

皆さんは，ジョン ・バ ンヤンの 「天路歴程」という本 を

知 っておられると思 います。クリスチャンという名の主人

公が，苦難の末，天の都へ迎 えられた という話です。彼 は

それを自分の 目標 としました。しか しこの目標 を達 成す

るためには，多くの障害を克服 しなければな りませんでし

た。その中のひとつが 「落胆の沼」か らの脱出でした。霊

性 を高め，喜びへ通 じる道 に歩みを進めるために，私たち

は失望 と落胆，絶望 という悪魔の計画に打 ち勝 たなければ

な りません。そのためには，私が今述べてきた12の 方法が

あ ります。すなわち悔い改め，祈 り，奉仕，労働，健康，

読書，祝福，断食，友人，音楽，忍耐，それに目標です。

将来困難 に遭遇するとき，皆さんがこれらをすべて用い

て，巡礼者 クリスチャンのように大 きな幸福 をこの世で得，

そして日の光栄の最高の王国において全き喜 びを受 けるこ

とができるようにお祈 りします。□

ホームティーチャーへの提案

強 調点 ：ホ ー ム テ ィー チ ン グ の と き に以 下 の 点 を話 し合 う

と よ い で し ょ う。

1.主 は私 た ち が 落 胆 や失 望 を 克服 し， 霊 を高 め る こ と が

で き る よ う に， 悔 い改 め， 祈 り， 奉 仕 ， 労 働 ， 健 康 ，

読 書 ，神 権 の祝 福 ， 断 食 ， 友 人 ， よ い 音 楽 ， 忍 耐 力 ，

目標 な ど様 々 な 助 け を 与 え て お ら れ る 。

2.人 生 は試 練 の連 続 で あ る が， 私 た ち が 経 験 す る 試 練 で，

「世 の 常 で な い も の は な い
。 神 は真 実 で あ る。 … … 耐

え られ な い よ う な試 練 に会 わ せ る こ と は な い ば か りか，

試 練 と同 時 に ， そ れ に耐 え られ る よ う に， の が れ る道

も備 えて 下 さ る の で あ る。」(1コ リ ン ト10113)

話 し合いを進めるために

1.落 胆や失望を克服できるように助けてくれる福音の力

について 自分の意見 を述べる。家族 にも話 してもらう。

2.こ のメッセージの中に，家族で読んだり話 し合った り

するのによい聖句や話はないだろうか。

3.話 し合 いをより充実 したものとするために，訪問する

前に家長 と話 し合 っておくとよい。

7
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ながれ とど

の流 を止 め， また は これ を逆 流 せ しむ る
う

ことを得 んや。 もし， よ 《これ を為 し得

れ ば全 能 の神 が末 日聖 徒 の頭 上 に い と高
や

き所 よ り知識 を注 ぎた も うを止 む る こと

を得 ん。」(教 義 と聖約121：33)

大 管長 会 の ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー

副管 長 は，主 が末 日聖 徒 の女 性 に与 え て

くだ さっ た祝福 を数 え て，皆 さ ん には「知

性 と技術 に磨 きを かけ，才 能 を伸 ば し，

社 会 で働 くた めの力 を身 につ ける」機 会

が ある と語 りま した。そ して，「皆 さん は

男性 と同 じ く， この世 に来 るす べて の人

を照 らす キ リス トの み た まを，受 ける こ

とが で き るので す，(教義 と聖 約84：46参

照)」 と述 べ て い ます。(1986年10月 の総

大 会 にて)ヒ ンク レー副 管長 は， 結婚 や

家 族 を優 先 しつ つ も， 「教 育 を求 め」か つ

「芸 術 や文化 を観 賞 す る力 を求 め る」 よ

うに と勧 めて い ます。

現在 の状況 が どうで あれ， 私 た ちは 自

分 の知識 を増 し， 理 解 を深 め る努 力 はで

きるの で す。 だれ で も自分 の家庭 を学問

の家 とす る ことが で きます。 身 の周 りに

聖 典 や良 書 を置 き， 心 を高揚 させ る音楽

や健 全 な活動 に接 する ので す。(教義 と聖

約881118-19参 照)た とえ ほか の用事 、

が あ って すべ ての集 会 に出 られ な い と し

て も， 日曜学 校 や扶 助協 会 の レッス ンを

毎 週 勉強 する こ とはで き ます。

スペ ンサー ・W・ キ ンボール大 管 長 は，

「私 た ち は
， 末 日聖徒 の女性 たち が才能

豊 か な役 に立 つ人 にな る よ う望 ん でい ま

す。 皆様 が 与 え られて い る技 術 を高 め，

神 か ら授 か って いる才 能 を活用 す るな ら，

この世 にあ って， ま た永 遠 にあ って さ ら

に優 れた母 親 とな り， 妻 とな る ことで し

ょう」 と述 べ ま した。 また，女 性 が聖典

を学 ぶべ きこ とを強調 し， こう つけ加 え

て い ます。 「私 た ち は皆 様 が年 齢 を問 わ

ず， また既 婚 ，未 婚， 未亡 人 を間 わ ず，

家庭 に聖典 の知 識 を生 かせ る姉妹 とな っ

てい た だ きたい ので す。」

中 に は本 格 的 な学問 を 目指 す人 もい る

で し ょう。 科学 や医学 ，事 業 に貢 献 す る

人，芸 術 に進 む 人 もい るで しょう。 しか

一し
，私 たち のだ れ もが持 ってい るの は，

家族 や友 人，生 徒 た ちの生 活 に良 い影響

を与 え る とい う可能 性 で す。

私 た ちは人生 の道 を選 ぶ とき， その道

が主 に認 め られ るか ど うかを知 るこ とが

で き るの です。 □

訪問教師への提案
1. .自分 の家 庭 を 「学問 の家 」 とす るた

め に は， ど うした ら よいの で し ょう

か。

2。 扶 助協 会 の レッス ンや ほか の姉 妹 た

ち との交際 が，学 習意 欲 を高 め， 周

りの 人 たち への影 響力 を増 して くれ

る こ とにつ いて， 話 し合 い ま しょう。

聖徒の道/1987年3月 号



人 々を結 ぴ"つげる

福音の絆
中央扶助協会会長会に聞ぐ

中
央扶助協会会長バーバラ ・W・ ウインダー姉妹 と、こ・

たりの副会長 はソル トレークシティーに住んでいま

すが，その目は世界中の姉妹 たちに向けられています。中

央会長会 として働いてきた約3年 の間に， ウインダー姉妹

とジョイ ・F・ エバンズ姉妹， ジョアン ・B・ ドクシー姉

妹 は，様々な国の姉妹 たちと会ってきました。扶助協会が

国境の壁を乗 り越えて世界中の教会の姉妹たちをどのよう

に結びつけるのかを，会長会 の3人 に聞いてみました。

今世界中の末日聖徒の女性が直面 している問題で，何が最

も重要であると考えていますか。

ウイ ンダー姉妹 ：全世界的に経済情勢が非常 にむずかし

い局面 にあ ります。政治問題についても同 じです。 しかし

私 たち女性 にとって もっと大切なのは，今 の世の中の道徳

的な問題だ と、思、います。世の中の道徳水準は，私 たちがイ

エス ・キ リス トの福音の中で教 えていることとはまったく

異なるものです。

エバ ンズ姉妹 ：お互 いの文化的な背景 はまったく違 うも

のですが，女性 が直面 している問題 に共通 した ものがある

のは，非常 に興味深 く思えます。

ウインダー姉妹 ：それは，私 たちが必要 としているもの

が，基本的 にはみな同 じだからです。

ドクシー姉妹 ：末 日聖徒の姉妹たちが共有 している水準

は霊的なものです。また，私 たちが教会員であるのには，

皆同じ理由があります。その理由とは，主を愛 し，主の導

きを求めているという点です。私たちにはお互いを結びっ

けてくれる絆があ ります。それが福音です。

扶助協会は，女性が福音の標準を保てるように，どのよう

な助けをすることができるので しようか。

ウインダー姉妹 ：今年の扶助協会の教科課程では霊的生

活のレッスン回数が従来の2倍 になっています。それは姉

妹 たちが現在世の中で直面 している様々な問題 に立 ち向か

っていく力を強めるためのものです。福音の原則を教 える

ことによって，姉妹たちが直面している間題 を克服する力

を伸ばせるように助 けることができます。

エバ ンズ姉妹 ：世の人々が何 と言おうとも，主 との誓約

を守るのがどれほど大切なことかを理解できるように，姉

妹たちの力になれればと願 っています。文化 は様々に違う

ても，福音の原則 に変わりはありません。
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教会員でない人を夫に持つ人が数多くいますが，彼女たち

がこのチャレンジに向かっていくにはどうしたらよいと思

いますか。

エバ ンズ姉妹 ：そのようなご主人が妻 に対 して教会に行

くことを許すかどうかは，大体そのご主人自身の意向いか

んにかかっています。それに，子供 たちのバプテスマを許

すかどうかも同じですね。ご主人の許 しが得 られない姉妹

たちはずいぶん苦 しい思 いをしておられると思います。

ウインダー姉妹 ：教会員でない人を夫 に持つ姉妹 たちに

も神殿に参入 して自分 自身のエンダウメン トを受 けられる

ようになるという発表があったときに，私 はヨーロッパに

いましたが，多くの姉妹たちが喜 びの涙 を流すのを見 まし

た。

全世界の末Eヨ聖徒の女性たちは霊的にどのような状態にあ

ると思いますか。

ウインダー姉妹 ：福音が もた らす希望 の精神 にあ、ζ・れて

います。それは，希望 と喜びのメッセージを受 け入れた人

人の生活に生 じる変化です。

最近，ワード部とステーキ部のレベルで扶助協会の組織に

変更がありましたが，これは全世界の姉妹たちにどのよう

な助けとなるで しょうか。

ウインダー姉妹 ：ステーキ部の扶助協会の組織 は，会長

と副会長 と書記兼会計係だけで構成 されるようになります。

ワー ド部の扶助協会の組織は地元各ユニッ トの状況に合わ

せて調整できます。 ごく小さなユニットなら，会長ひとり

だけで も運営 していけると思います。副会長，書記兼会計

係，教師，管理会員 などは，ふさわしい姉妹が出てきた時

点で召すことができます。

ドクシー姉妹 ：私たちは扶助協会のプログラムをできる

だけ簡素で，融通のきく，柔軟 なものにしようと努めてき

ました。今回のステーキ部 とワー ド部 レベルの変更にはそ

れがよく表われていると思います。

扶助協会の指導者たちは，姉妹たちの状況に合わせたもの

とするために，たとえば家庭訪問などのプログラムをどの

ように調整しているので しょうか。

ドクシー姉妹 ：会員が広い地域 に散在 して，交通費や時

間的負担が多い，あるワー ド部の例をお話 ししたいと思 い

ます。 そのワー ド部 では家庭訪問を教会でしています。

姉妹たちが皆，毎週定例集会のあとで行 なうのです。姉妹

たちはそれぞれ自分 の担当地区に住 む姉妹 たちを受け持 っ

ています。そして，病気の姉妹や生 まれて間 もない赤ちゃ

んなどの様子 について報告がなされます。愛 と関心のネッ

聖徒の道/1987年3月 号

トワ ー ク を持 って い る の で す。 そ の家 庭 訪 問 も， 月 に1度

だ け で な く， 毎 週 行 な って い ます 。

随分工夫をしているんですね。

ウインダー姉妹 ：そうです。世界各地の姉妹たちはそれ

ぞれ，現時点における自分 たちの力の限界をよくわきまえ

ています。そして創意工夫でその限界を乗 り越 え，互いに

交わ りを保 っています。置かれている状況のむずか しさに

負けず，彼女 たちはお互いの理解をさらに深めています。

天父が互いに愛し，手 を差 し伸べるように強 く望んでおら

れることを理解 しているんです。

エバンズ姉妹 ：障害 はほかにもあ ります。文化 の違い

によって，姉妹が互いの家 を訪問するような習慣がない場

合 もあります。あるのは家族 としての訪問だけなのです。

そのような場合でも，皆教会 という 「家族」 に属 している

のだということを強調 して教 えますと，そのような習慣の

中で生きてきた姉妹たちも，もっと楽な気持 ちで互いの家

に訪問することができるようになっています。

コミュニケーションを図るうえで障害となっている事楓 こ

ついてはどう考えておられますか。扶助協会の指導者の中

には，電話を使って姉妹たちの様子を知るというようなこ

とができない状況の人もいると思いますが。

ドクシー姉妹 ：イン ドネシアのある扶助協会会長セ，電

話を持 っていない方の例ですが，彼女は毎朝自分を必要 と

している人を教 えてくださいと天父に祈 るそうです。それ

から，心に強 く感 じた所へ行 きます。そのようにして，彼

女の助 けを必要 としている人々の家に訪問することがよく

あるそうです。

エバ ンズ姉妹 ：アイルランド出身の，電話 も自動車 も持

っていないある会長は，自転車 にふた りの子供 を乗せて家

庭訪問をしています。

扶助協会の指導者は，姉妹たちの必要を満たすために，ほ

かにどのようなプログラムの調整ができるで しょうか。

エバンズ姉妹 ：私たちは，神権者の承認を得 たうえで，

週 日の活動を行 なうように強調 しています。可能な地域で

は， これを行なってみてほしいと思います。姉妹 たちにと

って大切なことを学ぶ場 にすることができます。衛生学，

栄養学，救急療法，あるいは文化的な面での教養 などを身

につけるためにレッズンを行な ってもよいでしょうし， 日

曜 日のレッスンを聞けない母親たちのために，家庭教育の

レッスンをもう1度 行なう場にすることもできます。

11



全世界の姉妹たちと心を通わせ，その必要を知るためにど

のようにしていますか。

ウインダー姉妹 ：地域会長のご婦人たちが，扶助協会，

初等協会，若い女性の中央管理会会員 として働いてくださ

っています。彼女 たちはご主人に同伴 して各地のステーキ

部大会 に出席 します。普通彼女たちは，神権者の集会が開

かれる時間帯に，そのステーキ部 の女性の指導者 たちと会

合を持 ちます。 その席で地元の指導者たちに扶助協会の方

針を紹介したり，人々の必要を満 たすためのプログラムの

計画や，プログラムの柔軟な応用といったことについて話

したりします。そして彼女たちは総大会のときに教会本部

へ来て，世界各地の状況 について私たちに報告 してくれま

す。 そのとき， もちろん私 たちからもソル トレークシティ
ーで行 なわれていることを彼女たちに伝 えます

。

全世界の姉妹たちに伝えたいと思うメッセージが何かあり

ますか。

ウインダー姉妹 ：私がお伝 えしたいのは，ひとりで暮 ら

している姉妹であれ，両親と同居 している姉妹であれ，あ

るいは結婚 している人であれ，姉妹たちは皆，家の中のこ

とを整 える責任があるという点です。文化的な背景 がどの

ように違っていても，一人一人の姉妹が力をつけ，みずか

らの義務 を自分 自身で果 たせるように強くなっていくこと

が非常に大切です。女性 は家庭 を自分 自身と家族のための

避け所 とする必要があります。

扶助協会の使命

扶助協会の使命は，女性が以下 のことがで きるように援

助することにあ ります。

1.神 への信仰を持 ち， 主イエス ・キ りス トの福音に対す

る個人的な証 を築 く。姉妹たちが天父とイエス ・キ リ

ス トに対する知識を増し加 え，また回復された福音 に

従 い，それを人々に分 かち合 えるように励 ましを与 え

るための機会が設けられています。

2.教 会の家族 を強める。'姉妹たちは家族 の永遠性 につい

て学んで知 っています。また神殿や系図の業 に積極

的に取 り組むように勧められています。また個人 と家

族を強めるために， ホームメーキングや子供の養育な

どについて学ぶ機会が設けられています。愛 にあふれ

た姉妹同士のあ り方 について学び，その理想 に近づき，

仕え合 う機会が与えられています。

3.愛 の精神をもって奉仕 を行なう。扶助協会の姉妹 たち

は，助 けを必要 としている人々に愛の奉仕を行 ない，

個人 と家族を強めるための働 きをします。この無私の

奉仕によって， 自尊心 とすべての人への愛を強めてい

くことがで きます。

4.神 権者を支持する。姉妹 たちは神権の意義 とその祝福

について理解 し，個人的なことや扶助協会に関する事

柄 について神権指導者 に導きを求 めるように教 えられ

ています。
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アの星 」 を， ジ ョン ・テイ ラー長老 が フ

ラ ンス語 で 「星 」， ドイ ツ語 で 「シオ ンの

旗 」 を創 刊 した。

100年 以上 に わた り，各 地 の伝道 部 が

それ ぞれ独 自の機 関誌 を出す 時代 が続 い

た。 これ らの発 行 の ため の働 きに， かな

り不要 な重複部 分 が あ る と指摘 した の は，

1966年 当 時 ヨー ロ ッパの各 伝道 部 を管理

して いたハ ワー ド ・W・ ハ ンタ ー長 老 で

あ った。質 や内容 にか な りの相 違 が あ っ

た ので あ る。

ハ ンター長 老 はで きれ ば機 関誌発 行 の

仕事 を相互 調整 し，一 本化 す べ きだ との

提案 をした。 そ して教 会幹 部 によ って慎

重 な討 議 が な された ので あ る。 そ して今

か ら20年 前 の1967年3月 に， 国際 統一機

関誌 が初 め て9つ の言 語 で発行 され たの

で あ る。 以来 ， ほか の言語 の版 も加 え ら

れ，現 在 で は13の 言語 で発 行 されて い る。

フ ェル プ ス兄弟 の壮 大 な夢 は今 や よ り

完全 な形 で実現 され つつ あ る。毎 月40力

国以 上 にわ た る地域 の人 々 に，教会 指 導

者 の メ ッセ ー ジが， それ ぞれ の 国の 言葉

で伝 え られ て いるの で あ る。 国際機 関誌

は， す べて の国， 民族 ， 国語 の民 ， 人々

に福 音 を伝 え る とい う最初 の教 会 誌 の使

命 を継承 し， それ を通 して世 界 中の 人々

が 自分 た ちの生 活 を さら によ いもの へ と

変 えて い る。

教 会誌 の歩 みは お よそ上述 の よ うな も

の で あるが， こ こで国際機 関 誌 の現状 に

目 を向 け てみ よ う。・以下 は国際機 関誌編

集 主幹 ラ リー ・A・ ヒ ラー兄 弟 との質疑

応答 であ る。

これ まで に， 「聖徒 の 道」はカ ラーぺ 一

ジ の増加 ，月 刊化 な どの 変更 が あ りま し

たが ， ほか に大 きな 変更 と して あげ られ

る のは どの よう な ことで しょう か。

最 も大切 な変 更 は，読 者 自身が誌 面作

りに参加 で きる とい う点 です。私 た ちは

様 々 な国 の読者 か ら， よ り多 くの記 事 が

寄 せ られ る よ うに願 って い ます。 これ ま

で にも世 界各地 に有 能 な寄稿 家 を何 人 か

見 いだ して い ます が， よ り多 くの有 能 な

カ メラ マ ンや イ ラス トレー ター も求 めて

い ます。

福 音 に国境 は あ りませ ん。 ドイツで あ

れ， ペル ーで あれ， サモ アで あれ， よ い

記事 で あれ ば， どの国 の聖徒 か らの もの

で あって も，世 界 中，の教 会機 関誌 に用 い

る こ とが で き ます。教会 の偉大 な力 は，

会 員一 人 一人 の証 と正 しい生 活の 中 にあ
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る もの で， ど こに住 ん でい るか は問題 で

は あ りませ ん。 そ うい う意 味 で， 国際機

関誌 は，福 音 が伝 え られ て いる国 や文 化

圏の すべ て の人 に， そ の生 活 を正 しい も

の に変 える力 を もた らす媒体 とな るもの

です。 この教会 は世 界 の教 会 です 。 です

か ら， この国 際機 関誌 が本 当の意味 で 国

際 的 な もの にな る よう に願 って い ます。

一 般会 員が 投稿 しても よ いの で しよう

か。

も ちろ んです 。今 国際機 関誌 に載 って

いる記事 の多 く は， 一般 会員 か らの投稿

によ る もので す。母 親 ま た父親 ， ホー ム

テ ィーチ ャー，初 等 協会 の教 師 など，信

仰 を高 め る経験 を した人， あ る いは福 音

に従 順 な生 活 をす る のに必要 な知 恵 を得

た人々 が投稿 して くれ ます。

どの よう な記 事が よ いの で しょ うか。

1.信 仰 を高めてくれ る経験 を短 くまと

めた もの。 改宗 談 や宣教 師 と しての体 験

談 な どで す。

2.あ らゆる年齢 層 の模 範 的 な末 日聖

徒 につ いて の記事 。職 業面 で卓越 した も

の を持 つ会 員， また地 域社 会 に大 きな貢

献 を して い る会 員 ，特 に優 れた宣教 師，

各 地域 で教 会発 展 の た め に大 きな力 とな

って きた会 員 な どに関 す る話 は喜 ばれ ま

す。

3.福 音 の原 則 を生活 の 中 に どう取 り

入れ た らよい か とい う点 につ いて の記事。

子供 に福 音 の原 則 を教 え るに は どう した

らよ いか，伝 道 をどの よ うに行 な うか と

いっ た事 柄 に つ いて の記 事 で す。
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4.地 元 の教会 の歴 史 に関 して詳 細 に

調査 した記事 。

投稿 はどの よ うに した ら よい で しよ う

か。記事 を送 った あ と は， どうな る ので

しよう か。

記事 は次 の住所 に送 って くだ さい。

〒106東 京都 港 区南麻 布5-10-30

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

「聖徒 の道 」 編集 室

ほかの雑誌 な どの例 に もれず， すべ て

の原稿 が採用 にな るわ けで は あ りせ ん。

編 集者 に よって選 ばれ た記事 は， 承 認 を

得 た後 に初 めて掲 載決 定 とな りま す。 そ

の記事 は編集 者 に よって 手 が加 え られ，

読 み やす いもの に整理 され て いき ます。

この作業 は随分 と時 間が か か り， 実際 に

掲 載 され るの は記事 を送 ってか ら大体2

カ月後 という こと にな ります。

国 際機 関誌 は必ず 全 ぺ一 ジ を読 まな け

れば なら ない もの なの で しょ うか。

この機 関誌 は， あ らゆる年代 の人 々，

指 導 者 や一般会 員， また様 々 な教 育 や職

業 的 背景 を持 つ人 々，独 身者 や既婚 者 ，

家族全 員 が末 日聖徒 の家庭 ，一 部 だ けが

末 日聖徒 の家庭 な どを読 者 と して想定 し

て い ます。私 た ちは， 多種 多様 な関心 と

必要 とに応 えて いか な けれ ばな らな い と

思 って い ます。同 じ記事 で も， すべ ての

読者 が 同 じ関 心 を寄 せ る とは限 りません。

この機 関誌 は様 々 な種 類 の料 理 を載 せ

たひ とつの テー ブル の よ うな もので す。

いろ いろ な料理 を食 べれ ば， それ だ け必

要 な栄養素 を不 足なく取 るこ とができます。

霊 的 な必要 をも っ とよ く満 た す には，少

な くと も様 々 な分 野 の記事 を読 む必要 が

あ ります。 しか し， この機 関誌 の性 格 を

考 える と， すべ ての読 者 がす べ ての記事

を読 む とは考 えて い ませ ん。私 たちが望

ん で いる の は， 読者 が みず か ら読 む記事

を通 して，信 仰 を高 め，福 音 に よ り従 順

な生 活 を送 る の に役 立 つ知 恵 を得 る こと

で す。 そ うすれ ば， 国際機 関誌 の 目的 が

達 成 され る ことに な ります。

教 会 機 関 誌 が た ど っ て き た

長 く す ば ら し い 歩 み

1846年7月 ウ ェール ズ のマ ーサ ー ・

チ ドフ ィール で， 英語 以外 の言 語 で初 の

機 関誌 「ヨベ ル の予 言 者一 聖徒 の星」

が発 刊 され る。 ダ ン ・ジ ョー ンズ長老 が

編 集， 発行 した この機 関 誌 に は， 教義 や

歴 史 に関す る記事 ，教 会指 導 者 か らの メ

ッセ ー ジ， 教会 に加 え られ る攻撃 へ の 回

答 な どが掲載 され て いた。

1851年 エ ラス タス ・ス ノー長 老 が デ

ンマー ク語 で 「ス カ ンジナ ビア の星」 を

発 刊 す る。 ジ ョ ン ・テ イラ ー長 老 が フ ラ

ン ス語 の 「星 」 と ドイ ツ語 の 「シオ ンの

旗 」 を発 刊 す る。

1862-1966年 各伝 道 部 が次 の よ うな

様 々な機 関誌 を独 自 に発行 す る。

「星 」一1862年
， ドイ ツ語

「北極 星 」一1877年
， スウ ェー デ ン語

「星」一1896年
， オ ラン ダ語

「ノル ウ ェーの光 」一1922年
，ノル ウェ ー

語

「聖 徒 の 声 」一1959年
， 中 国 語

「光r1950年
， フ ィ ン ラ ン ド語

「リ ア ホ ナ 」一1937年
， ス ペ イ ン語

「リ ア ホ ナ 」一1948年
， ポ ル トガ ル 語

「聖 徒 の 友 」一1965年
， 韓 国 語

1966年 ヨー ロ ッパ の各伝 道部 を管 理

して い た十 二 使 徒 定 員 会 の ハ ワ ー ド ・

W・ ハ ンター長 老 が，各機 関誌 の質 の相

違 と仕事 内容 の重複 を指 摘 し， 一本化 を

提案 す る。

1967年3年9つ の言 語 で統一機 関誌

が発 刊 され る。

1987年3月 国際機 関 誌発刊20年 を迎

える。現在 以下 の版 が発行 され て いる。

中国 語 「聖徒 の声 」

デン マー ク語 「星」

オ ラ ンダ語 「星 」

フ ィ ンラ ン ド語 「光 」

フ ラ ンス語 「星 」

ドイ ツ語 「星 」

イ タ リア語 「星 」

日本語 「聖 徒 の道 」

韓 国語 「聖 徒 の友 」

ノル ウェー語 「ノル ウ ェー の光 」

フ ィ リ ピン語 「タ ンブ リ」

ポル トガル語 「リアホ ナ」

サモ ア語 「リアホ ナ」

スペ イ ン語 「リア ホナ」

ス ウ ェー デ ン語 「北極 星 」

タ ヒチ語 「星 」

タ イ語 「シオ ンの避 け所」

トンガ語 「た い まつ」 □
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『しばらくのお別れJ

数カ月後，14週 間 もの絶 え間ない看病の末に，マリーは

とうとう息を引き取 りました。彼女の葬儀は悲嘆に暮れる

ものではありませんでした。マ リーがそう望 まなかったか

らです。その代わ り， きっともう1度 彼女 に会 えるという

確信 を胸に，静 かで平安 な 「しばらくの別れ」の会で した。

葬儀の参列者の大半は末 日聖徒 ではありませんで した。

ほとんどがホスピスのボランティアで，ほかは大学の関係

者でした。マリーの要望 によ り福音の原則が説明されると，

参列者はじっと聞き入 っていました。葬儀の後，私は興味

深い意見をたくさん耳にしました。
「今 までで一番すばらしいお葬式でした。何 から何 まで

よく行き届 いていましたね。皆さんがすべて無報酬で奉仕

していらっしゃることを忘れないつもりです。」

「マリーが生前私 に話 して くれたことを思い出しました。

すべてに筋が通 っていますね。あなた方の信条は，実に理

にかなっていると思います。」

「あなた方のように心から信 じられたらと思います。皆

さんが確 かな慰めを得ているのも不思議ではないですね。」

「この町に何年 も住んでいますが，あなた方の教会 に足

を踏み入れる勇気があ りませんで した。きょうここに来る

ことができて，とてもうれ しく思います。」

「マリーからもらった本を読 んでいます。私 たちがどこ

から来て，なぜここにいるのか， という話は大変興味深い

ですね。」

マリーは自分の世話をしてくれた非教会貝すべてに，モ

ルモン経 とリグランド ・リチャーズ長老の著書 「奇 しきみ

わざ」を1冊 ずつプレゼントし，両方を読むようにチャレ

ンジしていたのです。彼女は友人たちに次のような言葉 を
い

残 しています。「私が翫ってしまった後，だれかがあなたを

訪ねて行ってそれらの本について説明するでしょう。そし

てあなたの質問にお答えすることでしょう。」

マリーの闘病中，75人 が援助 の手 を差 し伸べました。そ

のうち扶助協会の姉妹が45人 ，ホスピスのボランティアが

22人，そしてパー トタイマーで雇 った人が8人 でした。マ

リーの看病 を通 じて，たぐさんの人が友人になりました。

さあ今度は私 たちの番です。主が収穫することができるよ

うに， それ らの種 すなわち彼女 の友人たちを養 い育てるの

です。 □

☆ ☆ ☆
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糎 鴨 蝦 『炉'虚 一'噸 一

教会を導く評議会へのその霊的貢献は，

神への思いにあふれる胸中をうかがわせます

年
若い宣教師が，午前中に伝道本部の床を磨 き，衣類

を洗濯 し， ワイシャツにアイロンをかけ，靴下を繕

いました。その日は週 に一度の休養 日だったので大学図書

館へ行 くつ もりでした。図書館 に着 くと，書棚 に特別読 み

たい本がなかったので，持参の教義 と聖約 を取 り出し，第

76章 のジョセフ ・ス ミスが受 けた天国の示現の箇所 を読み

始めました。



彼は時のたつのも忘れるほど一心 に読みふけり， ようや

く図書館 を出たときには， もう夜になっていました。停留

所に向かって芝生を横切 りながら，空 を仰ぐと，「月は出て

いなかったが，空は澄みわたって」いました。「南半球の夜

空に南十字星やほかの星 がこれまでになく威光 を放 って見

えました。心を奪われて見つめていると，その星の彼方に

図書館で読んだものが見 えるような気が しました。私 はど

のように芝生を横切 ったかまったく覚 えていません。」

ロムニー長老は，1965年 にこの経験を再 び語 って， こう

言っています。「43年前，オース トラリアのシ ドニーでのあ

の土曜 日の夜の経験以来，私は現世 での誕生から死 までの

狭 い視野しか見えないような眼鏡で人生 を眺めたことはあ

りません。私はその夜以来，大 きな決断を下すときには，

啓示された真理 に関する私の知識でそれを試してから行な

うようにしています。私が この方法を取 らなかったという

記憶はあ りません。」(ブ リガム ・ヤング大学における講話，

1965年5月27日)

神のみ こころを知 って

この大切な経験から，十二使徒定貝会会長 に召されたマ

リオン ・G・ ロムニー長老は明敏な判断力 と洞察力を得続

けてきました。ロムニー長老が啓示 された真理 をこよなく

愛 していることは， これまでの奉仕の人生の中で語 られて

きた数々の説教 によく示されています。神のみこころに照

らして判断を下す能力は， その働 きを証明する刻印でもあ

ります。

現在ロムニー長老は健康がすぐれず，教会業務から遠ざ

かっているため，ハワー ド・W・ ハンター長老が十二使徒

定員会会長代理を務 めています。しかし，その霊感を通じ

て王国の教義に対する理解 を深められた多くの末日聖徒に

とって，ロムニー長老は，変わらぬ指導者，愛する友です。

ロムニー長老はスペンサー ・W・ キンボール大管長の副

管長として働 いた経験があ りますが，キンボール大管長 は

ロムニー長老の賜 を知 り，信頼を寄せました。「ロムニー副

管長は，私 たちが直面する問題を自分が熟知 している聖典

に照 らし合わせて考 える力を持ち，その問題をきわめて的
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確 に聖 句 と関 連 づ け ら れ ます 。」(地 区 代 表 セ ミナ ー ，1979

年10月5日)

メキシコでの 出生

マリオン ・G・ ロムニーの霊的鍛練は早くから始 まりま

した。彼が1897年9月19日 メキシコのコロニア ・ファレス

で誕生 したその8日 後 に，父親のジョージ ・S・ ロムニー

は合衆国北部へ2年 間の伝道に出発 しています。マリオン

の母， アーテメジア ・レッ ド・ロムニーは，洗濯や編み物

をして家計を支 え，伝道する夫 に送金 しました。息子は奉

仕 と犠牲の祝福 を学びました。

父親の留守中に，マ リオンは大病を患ったことがありま

す。そのとき， ほとんどの人はもうだめだと思 いました。

母親 に頼まれて神権者が祝福 を施 しましたが， この赤ん坊

は助かって大 きな使命 を果たす， と彼 らが約束すると，す

ぐに病気は快復 し始めました。母親はマリオンに，主の力
いや

によって癒 されたのだと教 えました。

彼女 は息子に，祈 ることと標準聖典 を大切 にすることを

教 えました。末 日聖徒 の入植地にはテキス トがわずかしか

なかったので，子供たちは聖典から直接学ぶのが普通でし

た。マ リオ ンは祝福 師の祝福の中で，忠実であるなら，

「聖典 を説 くことにおいて大いなる者 となる」 と約束され

ました。

革命の ただ中で

少年は，主イエス ・キ リス トの愛を通 じて，騒乱 と悪に

満 ちた世 の中に も平安が見いだせることを知 りました。

1912年 に入植者たちは革命 の渦 に巻き込 まれました。少年

のマリオンは，片田舎 にもやって来て略奪 しながら攻撃 し

合 う軍隊におびえ，家からわずか16キ ロの場所で銃撃戦が

始まったときには恐怖でいっぱいにな りました。

しかし，そのとき母親が歌 って くれた信仰 と証の讃美歌

を聞くと，その恐れは和 らぎました。「母の歌 う歌の書葉が

私 を慰めてくれたのです。その言葉のいくつかは，3分 の

2世 紀 という長 い間，私の心の中に残 っています。」(「聖徒

の道」1982年1月 号，p.2)
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に棚を作 り，衣料や食料 を集めました。後にステーキ部長

になると， ステーキ部や地区の規模で行 なわれる新プログ

ラムの原型とも言うべ き計画を展開 しました。

1941年 教会幹部 に召されると，教会福祉 プログラム実務

ディレクター補佐 となり，18年間その任にあ りました。1959

年から1963年 には福祉部の本部長 を務めています。その後

大管長会 に加 わってからも，総大会の福祉部会で常時話を

し，福祉活動 の指導を続けました。

トーマス ・S・ モンソン副管長 は，若 いころ監督であっ

たときに，マ リオン ・G・ ロムニー長老から多くを教 えら

れて教会福祉 の原則を学んだことを述懐 しています。「ロム

ニー兄弟 も私 たちのステーキ部や地区をしばしば訪れまし

た。ある晩，……手引きから福祉の原則 について教 え，質

疑応答 に入 りました。そのときひとりの兄弟が，『あなたは

その手引 きの中に書かれていることを何でも知 っておられ

る よ う で す が ， そ れ は な ぜ で す か 』 と尋 ね ま した 。 ロ ム ニ

ー 長 老 は 目 を輝 か せ
，口 に笑 み を 浮 か べ て 答 え ま し た。『私

が 書 い た か らで す1』 」(「聖 徒 の道 」1981年4月 号 ，p.169)

主の方法

ロムニー長老のこの奉仕 は，少年時代 に体得 した原則の

延長線上にあります。長年彼と働 きを共 にしたハロル ド・

B・ リー長老 は，次のように語 っています。「不幸 な人たち

の問題 を鋭敏に我が事のように察 する理解力が，その厳格

で個性的な人柄を温かいものにしている。マ リオ ン・G・ロ

ムニーがメキシコから逃れたときの体験，その後の歳月を

通 して，全能者の絶 えざるみ守 りのもとに，鋭利 さと穏 や

かさを併せ持 つ器 に育てあげられたことを否定できる者は

だれもいない。それは，キ リス トの教 えの 『純粋 な信仰』

の概念が人の教 えによりほとんどなレくず しにされた時代
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にあって，彼が神の召しの中で，聖徒 を守るための主の方

法を明確 に指 し示す者 となるためであった。」(「扶助協会

誌」1951年12月 号，p.803)

マリオン ・G・ ロムニーは，自分 を二の次 にすることの

意味を，また勤勉に働 くことの意味 をよく知 っていました。

メキシコでは父親を助 けて家族全員の食料を生産 し，カ リ

フォルニアでは1年 間休学 して大工仕事 を見習い，家計 を

支 えました。アイダホの農場へ移ると，毎学年度，就学 を

遅 く修 了を早 くして農作業を手伝いました。父親のユタ大

学での学位取得 のため，一家がソル トレークシティーへ引

っ越したときには，再 び1年 休学 し，家計を助 けて働 きま

した。大学時代 と法律大学院時代には，仕事 を本業 として

働 いています。彼は，常に什分 の一 を納め，父ジョージ ・

S・ ロムニーと兄ガスケルの家族の収入が合わせてひと月

80ド ルにもならなかった1917年 の冬でさえ，完全な什分 の

一 を納めています。什分 の一の8ド ルを監督のところへ持

って行 くのは若いマ リオンの仕事でした。温かい服 を持 た

ない彼にとって，それはつらいことで した。
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奉仕の決意 をも って

家族の経済状態から見て，伝道に出られる見込みはわず

かでした。 しか しマ リオンは，メルビン ・」 ・バラー ド長

老がステーキ部大会で話すのを聞き，たとえスポーツ奨学

金が受けられなくなって も，伝道に出 ようと決心 しました。

伝道中に蓄えは底 をつき，銀行から借金をし，帰還後 にロ

ーンの返済をしました。

彼はそれと同じ決意で学問をしました。1917年 に家族 は

アイダホ州 レックスバーグヘ移 りました。そこでリックス ・

アカデミーの校長 に奉職 した父親 は，同学校の短期大学へ

の昇格に努めました。フットボール，バスケットボールの

主将であったマ リオンは1920年 に卒業 し，ユタ大学か ら

1926年 に理学士，1932年 に法学士の学位を受けています。

1975年 ，ブ リガム ・ヤング大学は彼 に名誉法学博士号 を贈

りました。

自分や家族の暮 らしを少 しでも楽 にしようと懸命 に働 き，

伝道や勉学のために努力する中で，マ リオン ・G・ ロムニ
ーは倹約 と自立

，主への信頼の原則を肌で学びました。「落

胆はしませんでした。あの時代，人々は独立独歩を誇 りと

していましたから，実際に自立する人たちは周囲から認め

られ，尊敬 もされました。

自分が自立，倹約，勤勉 という環境の中で育 ったことを，

いつも感謝 しています」と，彼 は語っています。(ブリガム・

ヤング大学 における講話，1963年3月13日 ，p.2)

金 髪 と 笑 顔

ア イ ダ ・ジ ェ ンセ ン が マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー と共 に人

生 を 歩 む よ う に な った の は， マ リオ ン の父 親 が 彼 女 を リ ッ

ク ス ・ア カ デ ミー の教 師 に雇 っ た こ とが そ も そ も の発 端 で

し た。 彼 女 が ロ ム ニ ー 家 を初 め て 訪 れ た 日 に， マ リオ ン は

風 邪 の た め別 室 に ひ き こ も っ て い た の で ， 対 面 こ そ し ませ

ん で した が ， 彼 が そ の と き ア イ ダ の姿 を見 て い た こ と は確

か で す 。「金 髪 と笑 顔 の 彼 女 を 見 ま した 。あ の と き以 来 ， ほ

か に心 を ひ か れ た 女 性 は い ま せ ん 。」(「チ ャー チ ニ ュ ー ズ 」

1973年12月15日 ，p.5)マ リ オ ン は 伝 道 を 終 え て ， 、ζ、た

り は共 に 学 業 に打 ち込 み ま し た 。 ア イ ダ は ブ リ ガ ム ・ヤ ン

グ 大 学 卒 業 生 総 代 に選 ば れ た ほ どで す。 そ して ， ふ た りは

1924年9月12日'ノ ル トレー ク神 殿 で 結 婚 し ま した 。 マ リオ

ンが初 め て ア イ ダ に出 会 って か ら6年 後 の こ と で す 。

ロ ム ニ ー 長 老 は ，彼 女 の 生 前 に こ う語 り ま した 。「妻 は私

の 一 生 を通 じ て， 私 の支 えで あ り模 範 で も あ り ま し た。 私

が 落 胆 した と き， 彼 女 は私 を励 ま し， 自信 を持 た せ て くれ

ま し た。 そ の お か げ で これ ま で や っ て 来 ら れ た の で す 。」



需 灘 呂

購

(「チ ャー チ ニ ュ ー ズ 」1972年7月15日 ，p.7)

新婚 時代 ， 経 済 的 に は楽 な生 活 で は あ りま せ んで した が，

仲 の良 い ふ た りは ソル トレ ー ク劇 場 へ よ く 出 か け ま した 。

し か しふ た り分 の チ ケ ッ トが買 え な い こ と もあ り， バ ス賃

な ど は な い の が 普 通 で し た。

「よ く ふ た りで 一 緒 に笑 い ま す。 夫 は私 の 一 番 大 事 な 人

で す」 と，1975年 に ロ ム ニ ー姉 妹 は 言 っ て い ま す。(「聖 徒

の道 」1977年1月 号 ，p.26)

ロ ム ニ ー 夫 妻 の 仲 の 良 さ は，55年 の 結 婚 生 活 を通 じ て変

わ り ませ ん で し た。1979年 に ア イ ダ姉 妹 を 亡 く した 数 日後 ，

ロ ム ニ ー長 老 は 「ア イ ダ が こ の世 を去 っ た と き， 私 は大 切

な もの を失 い ま した 」 と言 い， 葬 儀 で は ジ ェ ー ム ズ ・E・

フ ァ ウ ス ト長 老 に 「奥 さ ん を大 切 に し て あ げ て く だ さ い 。

行 け る所 に は必 ず 一 緒 に連 れ て行 く よ う に した 方 が い い で

す 」 と語 りか け ま し た。(「聖 徒 ゐ 道 」1982年5月 号 ，p、

9)

滝 阿

振

悲 しみを和らげた信仰

マリオンとアイダは若 くして非常な悲 しみを経験 しまし

た。第一子と第二子をまだ幼 い内に失 ったのです。 しかし

信仰がその悲 しみを和 らげました。マ リオンが教会幹部に

なったときの祝福 の中にあるひとつの約束 は，彼 らに平安
さいわい

を与えてくれました。「汝はわが業を信仰する故 に幸福 な

り。見よ汝は先に……しばしば悩みた り。 それにもかかわ

らず，われは汝と汝の家族 に小さき児 らに至るまで祝福 を
さと

与 え ん 。 汝 ら皆 信 じて 真 理 を覚 り， わ が教 会 に あ りて汝 と

一 つ に な る べ き時 来 る な り。」(「聖 徒 の 道 」1973年6月 号 ，

p.263)

夫 妻 は そ の 後 ， 現 在 カ リフ ォル ニ ア州 ウ イ ン タ ー ス在 住

の リチ ャー ド ・」， お よ び ソ ル ト レー ク シ テ ィー の ジ ョー

ジ ・Jと い う ふ た りの子 息 に 恵 まれ ，8人 の孫 と9人 の ひ

孫 を得 ま し た。

ジ ョー ジ の夫 人 ジ ョア ン は義 父 を，「い つ も実 の娘 の よ う

に私 に接 し て くだ さ る や さ し くて 心 の 温 か な 人 」 と語 っ て

い ま す 。

「 麗 耳 疋

'騰 購1魔
'謬 鞍

，

∫ 誰 蜘'、 蘇 事、疋

よつん ぱいのお じいちゃん

アイダ姉妹 は，一緒に過 ごした楽 しいときのことを話 し

ています。 ロムニー長老が毎年クリスマスにはサンタクロ

ースのひげをつけてプ レゼン トを手渡 した時期がありまし

た。 アイダ姉妹はク リスマスの終わるのを惜 しみ，新年 に

もう一度孫 たちを呼んでまたプレゼントをしていました。

「池」をしつらえ，子供たちが糸 を投げて，端 に結ばれた

賞 品 を も ら うの で す 。 お じい ち ゃん の ロ ム ニ ー長 老 は， よ

つ ん ば い に な っ て糸 を結 び ま し た 。

ロ ム ニ ー 家 で は， 息 子 た ち に聖 典 を愛 す る心 を伝 え ま し

た 。「私 は何 年 も前 に 自分 の 子 供 に 読 ん で あ げ た と きの こ と

を覚 え て い る。 〔私 は 子 供 と〕交 代 で 読 ん で い た。 息 子 の声

は風 邪 を ひ い た よ う に か す れ て きた が， 最 後 の章 まで 読 み

終 え た。 そ して 読 み 終 え るや ， こ う尋 ね て き た。

『パ パ
， パ パ もモ ル モ ン経 を読 ん で泣 く こ とあ る?』

『あ る よ
。 と き ど き主 の み た まが モ ル モ ン経 は 正 しい と

強 く証 を す る の で， そ の と き は 泣 く よ。』

『そ う
， じ ゃ今 晩 ぼ く に そ れ が 起 こ っ た ん だ ね 。』

必 ず し も み ん な が そ の よ う な経 験 を す る と は思 わ な い。

し か し この よ う に感 じる 人 は た く さ ん い る。 私 は， こ の書

物 は私 た ち が読 み ， 従 う た め に 主 が 与 えて く だ さ っ た とい

う こ と を よ く知 って い る 。 そ して ， これ ほ ど私 た ち を主 の

み た ま に近 づ け て く れ る も の は な い。 ど う か， こ の書 物 を

読 ん で い た だ きた い。」(「大 会 報 告 」1949年4月 ，p.41)

ロ ム ニ ー 夫 妻 は， 長 年 に わ た っ て す ぐ近 所 に住 む子 息 ジ

ョ號 ジ ・Jの 家 族 と よ く家 庭 の 夕 べ を学 緒 に し ま した。 「一

/
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緒 に聖 典 を読 み ま し た。 お父 様 の そ ば い にて 福 音 の 話 を す

る と き， 必 ず何 か が 学 べ る の で す 」 と， ジ ョア ン は言 い ま

す。

主 の み こ こ ろ を知 り， そ れ に信 頼 し よ う と努 め る ロ ム ニ

ー長 老 は
， 確 か に家 族 や 教 会 に与 え る も の を た く さ ん持 っ

て い ま した 。あ る と き， こ の よ う に話 し て い ま す。「結 婚 し

て 間 も な い こ ろ， 妻 と私 は あ る特 別 な 祝 福 を 強 く求 め て い

ま し た。 そ して ， そ れ が 得 られ る よ う に 断 食 と祈 り を始 め

ま し た。 … … と ころ が 何 度 も断 食 し， 熱 心 に祈 っ て も， 望

ま し い答 え が 得 られ な い ま ま に， 年 月 が過 ぎ て い き ま し た 。

やが て私 た ち は ひ と つ の結 論 に達 し ま した 。 私 た ち は， 自

分 た ち で 心 に決 め て い た と お りの も の を受 け る こ と に しか

信 仰 と祈 りを 向 けて い な か っ た の で す が ， そ の こ と を よ く

理 解 して い な か っ た の で す 。 … … 自分 の望 み や願 い を語 る

の と同 じ真 剣 さ を も って 『み こ こ ろ な ら ば』 と祈 る姿 勢 が

必 要 だ っ た の で す 。 そ の よ う な 姿 勢 で は祝 福 は得 ら れ な い

な ど と心 配 す る必 要 はあ り ませ ん。」(ソ ル トレー ク ・イ ン

ス テ ィ テ ユー トに お け る講 話 ，1974年10月18日 ，pp.8-

9)

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー は， ソ ル ト レー ク シ テ ィー で11

年 間 法 律 関係 の仕 事 を し， 郡 検 事 補 ， 地 方 検 事 補 ， 市 検 事

補 ， 州 議 会 議 員 を務 め ま した 。
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初 め て の 十 二 使 徒 補 助

1941年4月6日 に， 彼 は最 初 の十 二 使 徒 定 員 会 補 助 に召

さ れ ま した 。 そ れ か ら10年 後 の1951年10月11日 に は ， 使 徒

に聖 任 さ れ ま し た 。1972年7月7日 ， ハ ロ ル ド ・B・ リー

大 管 長 の 第 二 副 管 長 と して支 持 され ，1973年12月30日 に は，

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大 管 長 の も とで 再 び 同 じ職 に

召 され ま し た。1982年12月2日 に キ ン ボ ー ル 大 管 長 を補 佐

す る第 一 副 管 長 ，1985年11月10日 に は十 二 使 徒 定 員 会 会 長

と な り ま し た。

予 言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を受 く る者 と して34年 間支 持 を 受

け て き た ロ ム ニ ー 長 老 は， 救 い 主 を 力 強 く証 し ます 。 彼 は

教 会 員 に向 け て こ う話 し た こ とが あ り ます 。「私 た ち は主 を

た だ信 じ る の で は な く， 主 を知 っ て い るの で す 。 主 は私 た

ち の救 いの 岩 ， こ の教 会 の 頭 で す 。 … … 主 が生 き て お られ

る こ と， 主 が生 き て お られ る ゆ え に私 た ち も ま た生 き る と

い う こ と を， 私 は知 って い ます 。」(ミ シ ガ ン州 ア ナ ー バ ー

に お け る地 域 大 会 で の 話 ，1980年9月21日 ，pp.7-8)

「私 た ち の た め に大 き な代 価 を支 払 って く だ さ っ た 主 イ エ

ス ・キ リス トに対 して ， 私 た ち は い く ら感 謝 し て も感 謝 し

き れ る も の で は あ り ませ ん 。」(「聖徒 の道 」1983年1月 号 ，

P.89)

ロム ニ ー 長 老 は初 め て教 会 幹 部 に召 さ れ た と き， 自分 に

そ の 資 格 と能 力 が あ る か と心 配 し ま し た。 「しか し そ れ で

も， 主 は私 を役 に 立 つ 僕 に し て くだ さ る と信 じ， 自分 が一

生 懸 命 努 め る な ら主 は 残 り を補 っ て く だ さ るの だ と い つ も

考 え な が ら， 事 に 取 り組 み ま した 。」(「 チ ャー チ ニ ュー ズ」

1972年7月 ユ5日，p.7)

長 い年 月 ， 役 は 実 に よ く働 い で き ま した 。 通 常5時 か5

時 半 に起 床 し， 散 歩 か体 操 を して ， 事 務 所 に は30分 前 に 着

き， 聖 典 を読 み 零 し た。 と き ど き紙 袋 の弁 当 を持 参 し ま し

た 。1日 に11時 間働 く こ と も よ く あ り ま し た。

スペ ィン語 間初の ステーキ部

十二使徒 であるロムニー長老 には， メキシコ，ヨーロッ

パ，南 アフリカ，およびアジアの伝道活動の管理を含め，

数 多くの仕事がありました。特 に印象深いものは，1961年

メキシコで， スペイン語圏初のステーキ部 を組織 したこと

です。

ホームティーチング委貝会や家塵の夕べ委員会の委員長

も務めましたg誠 実なロムニー長老は，説いた原則を生活

に取 り入れましたg「私 は監督 に，ホームティーチングを割

り当ててく絹黍牽よう頼 みました。いつもそうしていまし

た。事務所から帰宅 して疲れきっていても，担当家族 を訪



問 した あ と は心 が 安 ら ぎ， 活 気 づ け られ る の を感 じて い ま

す。 教 会 の 活 動 の 中 で ，.ホー ム テ ィー チ ン グ は一 番 の楽 し

み で す 。

ロ ム ニ ー姉 妹 と私 は， 月 曜 日に 家 庭 の 夕 べ を し ま す。 聖

典 を読 ん で 話 し合 い ， 家 庭 の 夕べ の テ キ ス トを使 い ます 。」

(「チ ャ ー チ ニ ュ ー ズ 」1972年7月15日 ，p.7)』

ロ ム ニ ー 長 老 の 誠 実 さ と従 順 は ， だ れ し もが 認 め る と こ

ろ で す 。 ハ ロ ル ド ・.B・ リー長 老 は， か つ て こ の よ う に述

べ ま した 。「彼 に と っ て 誠 実 と は，単 に教 会 幹 部 の勧 告 を盲

目 的 に受 け入 れ る こ と で は な く，それ 以 上 に，勧 告 が 霊 感 に

よ る もの で， 無 条 件 に受 け 入 れ ら れ る もの で あ る との 証 を

自分 で 受 け る責 任 を意 味 す る の で す 。」(「扶 助 協 会 誌 」1951

年12月 号 ，p。804)

ざわや かなユーモ アのセ ンス

ロムニー長老 は勤勉な反面，当意即妙のさわやかなユー

モア感覚 を持 っています。十二使徒に支持されたときの言

葉です。「私の心は揺れに揺れました。私のこんなに小 さな

体 の中にこんなに大 きな嵐が起きるとは思いもよりません

でしたよ。」それか らまじめな顔で言いました。「これ まで

以上 に主の助 けが必要だと思います。」

後 に話の中で， レッド家とロム ニー家の家系 に対する感

謝 を，ユーモラスに語 っています。「どち らも主張するわけ

です。 レッ ド家 は私をロムニーだと， そしてロムニー家は

私がレッ ドだと。 しか し私 はこの両方 を誇 りにしていま

す。」(「総大会」1951年10月)

後 年 ロ ム ニ ー長 老 は年 を取 る こ とに つ い て よ く冗 談 を 言

っ て い ま す。 ブ リガ ム ・ヤ ング 大 学 の 聴 衆 に向 か っ て こ う

語 り ま し た。「か つ て は 皆 さ ん の 側 に座 っ て話 を聞 い た こ と

が あ り， 人 間 と い う も の もわ か っ て い ま す の で ， 皆 さん の

中 に 『こ の じ い さ ん は い つ まで 長 話 を す る の か 』 と考 え る

人 が あ っ た とて ， 少 し も驚 き は し ませ ん。」(ブ リガ ム ・ヤ

ン グ大 学 に お け る講 話 ，1964年2月11日 ，p.2)

老 齢 の た め体 力 は衰 え て も， マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー の

証 は依 然 力 強 さ を失 い ま せ ん 。 ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー

ル 大 管 長 は ， 教 会 を導 く評 議 会 へ の ロ ム ニ ー長 老 の 霊 的 貢

献 を た た え て ， こ う語 っ て い ま す 。

「彼 は す ば ら し い人 物 で あ り
， そ の胸 に は神 へ の 思 い が

あ ふ れ て い ま す。 … … 私 た ち は彼 が祈 る と き， 主 が 彼 の そ

ば近 く に お られ る こ と に何 の 疑 い も抱 い て お りませ ん 。 彼

の祈 り に は 熱 意 が込 も っ て い ます 。 そ の 声 に は彼 の 思 い の

ほ どが よ く表 わ れ ， 彼 の 熱 心 な祈 りの 言 葉 を 聞 け ば， 主 が

そ れ を聞 い て お られ る こ とが よ く わ か りま す 。彼 の誠 実 な

思 い が 聞 く者 の心 に触 れ ， ロ ム ニ ー 副 管 長 が祈 る とき， 自

分 た ち も天 父 の み そ ば近 く に い る の だ と感 じ るの です 。一…

こ の 人 が ひ ざ ま ず く と こ ろ で は す べ て が 聖 い の で す。」

(「エ ン サ イ ン」1972年11月 号 ，pp.22，26-27〉

オ ー ス トラ リ ア で， 青 年 宣 教 師 が天 を仰 い で 神 へ の 愛 に

満 た され た あ の 静 か な 夜 か ら，60年 余 りが 過 ぎ ま した 。 マ

リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー の 人 生 と奉 仕 は， あ の と き に得 た永

遠 の ビ ジ ョ ン に向 け て 彼 が ま い進 して き た こ と を証 し て い

ま す 。 口

講 憂 畿 野醗
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「神殿 に参入する備え」

フィルムストリップ とカセットテープ 時 間13分

ストックナンバ ー ：vvoF3084JA1，900円

初めて神殿に入 る人の準備のために用いる。神

殿の業の歴史 と儀式の説明，また ，主の 宮居に

入 るため に必要 な資格 と準備について概説する。

「聖徒 の道 」専用 ファイル

懲

く改装丁>● 今年から本文が64ペ ージ(ロ ーカルページ

8頁 ，子供のページ8頁 を含む)に 増 えた ことから背

幅が5ミ リ広 げられ，ファイルの表面 もビニール加工

を施 して今 までのものよ りも丈夫 にな りま した。

●1年 分(12冊)を とU込 めます。 ●機 関誌本体をいた
1
めずにス ピーデ ィーな着脱が可能です。

1冊400円

(整理・保存に便利てす)

聖徒 の道/1987年3月 号
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慧菱iil奎il!撚i薫烈溝

讐 琴 すニハインスワース

ム は集会所 として使われていない教会の建物の地下 に，

7そ の教室 はありました.中 央に長 いテーブルがひと

つといすが数脚置いてあ りますが，部屋 は広 くてが らんと

していました。天井に取 りつけられた蛍光燈の光が色あせ

たグリーンの壁を照らし出 し，部屋 の隅では暖房用のラジ

エrタ ーがジュージューとやかましい音 をたてています。

部屋は寒 くないのに，心配 と緊張で体が震 えて， まだ外の

雪の中にいるような感 じでした。

状況そのものは驚くほどのことではありません。家を追

われて地球の裏側からやって来た， まだ新 しい国の言葉 を

話せない難民たちを教 えるのです。

難民の人々を恐れているわけではありません。実 に親 し

みにあふれた好意的な生徒でした。 しかし， あまりにも多

くの助 けを必要としていました。戦争の恐怖 に痛めつけら

れ，住 み慣れた生活環境を追われ， ほとんど見知 らぬ世界

へやって来たのです。それに比べたら，私が今 まで経験 し

てきたことなど，ちっぽけに思 えました。私 には彼 らを助

ける力がないのではと不安だったのです。

私は今までにそのような恐れを何度 も感 じてきました。

たとえば，訪問教師を受 け入れようとしない，無愛想で怒

りっぼい女性の部屋をノックするときがそうでした。 しか
いや

しその女性は不幸な生活の中で福音による癒 しの力を求 め

て悲痛な叫びをあげていだのです。 また，家庭生活でつら

い経験 をして福音の喜びを見失 って しまった隣人にも，同

じような恐れを感 じました。私の家族が長い間病気で苦 し

んでいたときもそうでした。

奉仕 しようとする私の努力に幾度 となく水を差 した恐れ

や不安は，次にあげる3つ の大切 な原則 を認識 したときに

消えてしまいました。(1)私 は人の問題 を解決することは

できない。(2)無 条件で人を愛することは，最善の奉仕の

方法である。(3)も しほかの人に祝福 をもたらそうとする

なら，無条件の愛の唯一の源 であられるキ リス トに頼 らな

ければならない。

私は人の問題を解決する ことはできな い

地上での生活は， 自由意志の原則に基づいています。神

は私 たちが多くの方法で試されることを許 され ました。そ

して私たちは，それ らの試しにどう対処するか， 自分で選

ぶことを許 されているのです。私 たちは自分 の人生に対 し

て究極の責任 を負っています。

リーハイは子供 たちに，この原則を次のように教 えまし

た。

「そして時が満 ちると
，人間の始祖の堕落の結果から人

間を贈うためにメシヤが来 りたもう。人間たちはその始祖

の堕落の結果から腰われるから， すでに永久に自由 となっ
わきま し

て善悪を弁 え……自分の心の ままに行いほかから強いられ

ることはない。

それであるから，人はみな現世 に於て自由であ り，およ

そ人間のためになるものは何でも与えられる。そして万人

に為 したもうメシヤの大 いなる賢い仲裁によって自由 と永
よ

遠の生命 とを選ぶか，……(悪 魔 の)束 縛 と力 とに由 って

定 まる束縛 と死 とを選 ぶか，これは全 く人間の 自由 であ

る。」(II二 一ファイ2：26-27)

人に仕 えて教えるとき，多くの人は相手の人生に対 して

余計な責任 まで負おうとします。周囲の人々に悲 しみをも

たらす問題 はすべて，私たちが解決しなければならないと

思 ってしまうのです。 この思いが高じると，私たちにはど

うにもならない問題 にまで神経を使 うようになります。 さ

らに，相手が選 ばなかった解決方法を押しつけようとする

かもしれません。

今ではよくわかっているのですが，生徒 たちを取 り巻 く

状況の多くは，私 の力で変えることはできません。私 には，

彼 らを故郷 から追 い出した戦争 を変える力はあ りません。

彼 らが生活を立て直 し，心の傷 を癒すのに数年 かかるとい

う事実を変 えることもできません。そして，新 しい国で気

持 ちよく幸せに暮 らすために必要 なものをすべて与えるこ

となど無理なのです。
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こうした考えは当然のことに思えますが，私 には受 け入

れ難いものでした。彼 らを少 しなりとも幸せにしてあげら

れると信 じたかったのです。後 になってわかったのですが，

それは可能でした。 しか し，彼らに代わって問題を解決 し

てあげるという方法ではだめなのです。

無条件 の愛 は最善の奉仕である

どうしたら最善 の奉仕 ができるでしょうか。私がそれを

本当に理解 したのは，主が私 をどのように助 けてくださる

か考えたときです。私が尋ね求 めると，主はときどき導 き

を与えてくださいます。 しかしそれ以上に，主はその愛で

私 を祝福 してくださいます。私のあるがままを愛 し，受け

入れていることを，繰 り返 し繰 り返 し教えてくださるので

す。私 は不完全ですが，主は現実の私 よりもはるかに優れ

た私の可能性を見て，そこへ到達 できるように助けてくだ

さいます。

神 の愛は，私の人生で最 も大いなる祝福です。 しかし私

自身の奉仕 について考 えてみると，人を助ける方法 として，

難民である生徒たちを
「助けるべき」人ではな

く「愛すべき」人として

考え始めると，私の不

安は消えていきました。
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蕪
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このような愛を与えることがあまり重視されていないので

す。無条件 に人を愛するよ りも，人の問題 を解決.する方に

焦点を当ててきたのです。

マザー ・テレサは，インドの極貧 にあえぐ人々への働 き

に対 して， ノーベル平和賞 を受賞 した修道女です。彼女は，
いや

厳 しい問題 を抱えた人々の生活の中に愛がもたらす癒 しの

力をよく知 っています。神 の愛 を分 かち合 うことが奉仕の

最善の方法であると感 じているのです。マザー ・テ レサは，

…
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重い病気でその大半が生きる望 みを失っている人々をどの

ように助 けるか，次のように語 っています。

「何 よりもまず，彼 らに自分が必要 とされていると感 じ

させ，彼らを本当に愛 して必要 としている人がいることを

知 らせたいと思 っています。たとえ数時間の命でも，人間

の愛 と神の愛を知 ってほしいのです。 自分が神 の子であり，

決 して忘れ られていないこと，愛と関心を示 されているこ

とを彼 らにも知 ってほしいのです。」(マ ル コム ・マガ リッ

ジ 「神 にとってうるわしきもの ：カルカッタのマザー ・テ

レサ」p.68)

難民である生徒たちを 「助けるべ き」人ではなく 「愛す

べき」人として考 え始めると，私の不安 は消えていきまし

た。私はこの奉仕 に新たな力と喜 びを見 いだしました。 そ

のうえ，以前よりも良い働 きをしているという実感がすぐ

にわいてきました。生徒たちは私への信頼 を深め，ひとり

ではで きないことを行なうときに助 けを求めてくるように

な りました。もし彼 らが私 に愛 されていると感 じなかった

ら，このような機会 は訪れなかったでしょう。

ほかにも同じような経験 をしました。私が訪問教師 とし

て割 り当てられた女性は，気心が通 じて一緒に教会 に行 く

までになりました。 また不幸 な家庭生活 を送 っていた隣人

も，私 や友人たちと一緒にいることをとても喜び，家族か

らの好 ましくない影響力 に立ち向かうようになりました。

私 たち はキ リス トに頼 らな けれ ばな らない

私 は救 い主のように人を愛そうと努力してきましたが，

いつもうまくいったわけではありません。 自分 自身や相手

の不 完全 さか らくる抑圧感や挫折感にじっと耐えられる

ほど，強 くはないか らです。 もし私 たちが 自分 の力だけ

に頼るなら， あるいは，た とえ自分 の力を発揮できるよ

うに神 に助けを願 うとしても，人々に祝福 をもたらすこと

はできないでしょう。 キリス トの愛が私たちの身と霊 に満

ちるようにしなければならないのです。そうすれば， 自分
そな

の力の及ばない，高 く強い力 を具 えた器 となることができ

ます。

救い主は次のように教 えておられます。「わたしにつなが

っていなさい。そうすれば，わた しはあなたがたとつなが

っていよう。枝がぶどうの木にっながっていなければ， 自

分 だけでは実を結 ぶことができないように，あなたがたも

わたしにつながっていなければ実 を結ぶことはできない。

わたしはぶ どうの木，あなたがたはその枝である。 もし

人がわたしにつながってお り， またわたしがその人とつな

がっておれば，その人は実 を豊かに結ぶようになる。わた

しから離れては， あなたがたは何一 つできないか らであ
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「 破繭 ・署 は

だめです」

七十人第一定員会会長会

W・ グ ラ ン ト・バ ンガ ー ター

世
界中のすべての人が，末 日聖徒 イエス ・キリス ト教

会を好意的な目で見ているわけではありません。事

実，あるグループの人々は， この教会の会貝がほとんど望

みのない宗教 に属 していると思っています。また，世 の中

には，末 日聖徒を悪魔の力の代表のように思い込んでいる

人々や，私 たちの宗教をなくすことが神 に仕えることであ

ると考 えている人がいるのです。聖典 にはこう記されてい

ます。「人々はあなたがたを会堂から追い出すであろう。更

にあなたがたを殺す者がみな，それによって自分たちは神

に仕えているのだと思う時が来るであろう。」(ヨ ハネ16：

2)

もちろん，正 しい理解 を示 している人も大勢います。そ

のような人々は，まことの末 日聖徒が選 り抜 きの民で見習

う価値があ り，世の善のための力強い軍勢であると認めて

います。 しかし今 日でも，私 たちが強烈な批判やあざけり，

公然たる迫害の対象になっていることは事実です。ジョセ

フ ・スミスの時代 もまったく同じでした。私の子供のころ

もそうでした。今 日でもそうです。 こうした真 っ向からの

反対 は今後 も続くと予測できます。

では，そのような敵意にどう対処すればよいのでしょう
ぞう お

か。反論やあざけり，あるいは憎悪の言葉 にどのように答
　

えればよいのでしょうか。どんな方法で，私たちのことを

説明できるでしょうか。何か良い答えがあるのでしょうか。

私が皆さんにお伝 えしたいのは，適切 な答 えがあるとい

うことです。それらは力強く効果的で，教会 に対する理解

を深めさせ，最終的には私たちの証する真理 へ人々を改宗

させるものです。私 たちはほかの人々が自分 のようになる

ことだけに関心 を示すわけではあ りません。私たちの大 い

なる目的は，人々が神の示された計画 を理解 し，それに従

って生活できるように助 けをすることです。

ほかの宗教を持つ人々を尊敬する

数年前， ジョーダン ・リバー神殿のオープンハウスで，

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー副管長は，聖職者のグループを
らいひん

迎えてあいさつをしました。 まず，彼 らを来賓として歓迎

し，人々を善へ と導 く職務 にあることに感謝 してから，質

問を受けました。その内の2，3人 は，温かく好意的に迎

えられた来賓としての立場 をわきまえず，激 しい敵対的な

質問をしました。批判の主旨は，ジ ョセフ ・スミスの証の

中の記述，すなわち天父 と御子にまみえたときに彼 らのよ

うな宗教指導者がことごとく誤っている(ジ ョセフ ・ス ミ

ス2：19参 照)と 告 げられたことについて， その根拠を説

明するように迫 るものでした。 ヒンクレー副管長は，主 は

そのようには言われなかったと答えました。

この質問についてよく考 えてみると，次の疑問がわいて

きます。私 たちは，ほかの教会の聖職者たちが間違いだら

けだと本当に信 じているでしょうか。もちろん違います。

ジョセフ ・スミスも確かに，そんなことを言おうとしたの

ではありません。その一節を注意 して読んでみると，主 イ

エス ・キ リス トは予言者 ジョセフ ・スミスが住んでいた地

域で，正 しい教会 にっいて言い争いや議論 をしていた特定

の聖職者たちだけを指 しておられたことがわかります。(ジ

ョセフ ・スミスではなく)救 い主 は，このようにおっしゃ

っています。「彼 らは唇 もてわれに近づけど，その心 はわれ
いま しめ

に遠ざかれ り。彼らは人の誠命を教 えとして教 え神を敬 う
いな

様 を す れ ど も神 の力 を 否 む。」(ジ ョセ フ ・ス ミ ス2：19)

ほ か の 教 会 に も，時 代 を 問 わ ず，賞 賛 す べ き献 身 的 な 人 々

が 大 勢 いて ， 永 遠 の救 い に向 か って 努 力 し， 正 直 で 良 心 に

恥 じな い奉 仕 を行 な って い ます 。 明 らか に ジ ョセ フ ・ス ミ

ス は， ほ か の聖 職 者 た ち と温 か く， 好 意 的 に交 わ りを持 っ

て い ま した。 そ し て数 こ そ少 な いで す が ， シ ドニ ー ・リグ

ドン， ジ ョ ン ・テ イ ラー ， パ ー レ ー ・P・ プ ラ ッ ト， そ の

ほ か ア メ リカ や イ ギ リ スの 聖 職 者 た ち が教 会 に加 わ りま し
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き

た。 もちろん， ほかの人たちは教会貝 にはなりませんで し

たが，寛容 なクリスチャンらしい態度 を身をもって示 しま

した。今 日でもそのような人が大勢います。

しかしながら， ジョセフ ・ス ミスが名 のある様々な宗教

の聖職者や会員から手荒な扱いを受けたことも事実です。

彼らはジョセフ ・スミスにコールタールを塗 りつけ，鳥の

羽をつけました。またジョセフや同胞たちを襲 い，投獄 し

ました。ついには，人々を煽動 し，彼を死に追 いやったの

です。今でも，似たような方法であざけ り，迫害する人々

はいますが，彼 らの敵意 によって私 たちの思慮分別や正 し

い行 ないをゆがめることは決 してで きません。

ほかの教会の聖職者は，神 から霊感を受けるでしょうか。

正直で誠実 であれば， もちろん受 けることができます。彼

らは善を行 なうでしょうか。 もちろんです。ウイルフォー

ド・ウッドラフは日記の中で，教会について知 る前の出来

事 を次のように記しています。
「その当時， コネチカッ トの人々は，長老派以外の教会

に属 した り，ほかの宗教 を信 じることは邪悪であると信 じ

ていた。 また，イエスの時代や今 日の末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教会 にあるような，予言者や使徒，啓示 などを信 じ

ていなかった。

しかし，コネチカットのロバー ト・メイソンという名 の

老人は，ほかの人とは違 っていた。古代 の人々と同じよう

に，キ リス ト教会 には予言者や使徒，幻，示現，啓示があ

るべきだと信 じていたのである。また主が末 日に，いっの

時代にも存在 した予言者や使徒，すべての賜，権能，祝福

などを備 えた民 と教会をよみがえらせてくださると信 じて

いた。

人々はこの男 を老予言者メイソンと呼 んだ……。

この予言者は度々祈 り，幻や示現を見，末 日に起 きたと

同 じ示現を通 して，主 からたくさんの ことを示 された。」

(「私 の日記から」pp.1-2)
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うであるなら，彼は慈 しみ深い神の祝福 を得 て戦い，殺 し，

滅ぽすのです。」このように私 たちは，宗教の名の下に行な

うことを正 しいとするのです。

「一方通行 ではだめ です』

この教会 に対 して憎 しみと敵がい心をつのらせる人，モ

ルモンを奇妙な宗派 とみなす人，邪教呼ばわ りする人，ク

リスチャンでないと断言する人，教会歴史の中の悲惨 な出

来事を取 りあげる人，恐ろしい事件 を起 こした今 日の背教

者のことを指摘する人，私たちはこのような人々とどのよ

うに接 していけばよいのでしょうか。

何年 も前のことですが，ブラジルでの伝道 を終 えて家族

で帰還する途中，おもしろい経験 をしました。船 の乗客 は

40人 くらいで，私 たちには9人 の子供がいたので， とて も

目立ちました。 その船 には牧師が3人 乗 り合 わせていまし

た。2，3日 もすると， それぞれの牧師が私のところへ来

て，モルモンが何 を信 じているのか伺いたいと言ってきま

した。彼 らは，お互 いが信 じていることにはあまり興味が

なさそうでしたが，私たちが何を信 じているのか，知 りた

がっていました。

私 は牧師と話 した経験がほとんどなかったので，少 した

めらいましたが，4人 が座 って話 し合 えるように手配 しま

した。話 してみるとたいへん気が合 って，おもに彼 らから

質問を受けて，それに答えました。聖句を裏付 けにして，

私の立場 を危うくするような議論をふきかけてくるだろうと

思っていましたが，3人 は友好的で適切 な態度で質問をす

るだけで，私 はどの質問にもすらすら答えられました。私

自身，あんなによく知 っているとは、思いませんでした。

話 し始めて数分 もたたない内に，彼 らは互 いの顔 を見て

こう言い出しました。「おもしろいじゃありませんか。あな

たの質問にすべて答えていますよ。」3人 は何度 もその言葉

を繰 り返 し，話 し合 いは友好的な雰囲気の内に終わ りまし

た。

ところが2，3日 後に， その中のひとりがまた話しかけ

てきました。「先 日あなたが話 されたことについてずっと考

えていたのですが，何 でも知 っているというのは正 しいこ
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とでしょうか。あなたは知 り過 ぎていると思います。主が

私たちに，すべてを知 るように望 んでおられるとは思 えま

せん。」その牧師は気分 を害しているようでした。 さらに

何 日後 かにこう言いました。「あなたのおっしゃったことを

よくよく考 えてみたのですが， あなたが教えていらっしゃ

るのは非常 に危険な邪教 です。」

私はそのような批判に適切 に応 じる備 えができていなか

ったので，少々腹 を立てて尋ねました。「どうして皆さん

は，末 日聖徒 を同じ仲間として認めたがらないのですか。」

彼は私 の方 を向き直 って怒 ったように言いました。「一方通

行ではだめなことを知 っていただきたいからです。」ようや

く私 にもわか りました。私たちはほかの教派の人々 を仲 間

としていなかったのです。彼 らの教会 をイエス ・キ リス ト

の本当の教会 として認め七いないので，私たちの教 えの中

に彼 らを不愉快 にさせるものがあるのです。私 たちの方 と

してもやむを得 ないことなのですが， その牧師がそう感 じ

たことにはそれなりの理由があったのです。私 は備 えがで

きていなかったので，彼の気持 ちを和 らげることができま

せんで した。

私たちにで吉る こと

友情や理解，感謝の念を深め，最終的に私たちの教 える

原則 を受け入れてもらうには，どうすればよいでしょうか。

第1に ，相手と同じように振る舞うべきではありません。

相手が批判的で敵対心をむきだ しにしても，私 たちはそれ

と同じような態度で受 け答 えすべ きではないのです。何年

にもわたって大勢の宣教師 と接 してい七わがったのですが，

彼 らは自分 たちだけに通 じる言葉を使 います。その中には，

悪 い言葉や反感を買 うような言い向しがあるのです。私 が

ブラジルで伝道部長 をしていたと義 宣教師たちはその国

の 「パ ドレス」(教 会の祭司)を 略 して 「PD」 と呼 んでい

ました。

私で も不愉快に思 ったのですから，その教会の人たちは

さぞかし嫌 な気持ちを感 じていたととで1しょう。彼 らは，

非常に誠実 で深い信念 と伝統を持 っていました。人の名替

を傷つけるようなことを言う人は， クリスチャンではない

のです認

、醗 瞬 醗 轡 灘 讐ン麟 翻 あ樋 瞭 和 たと

き璽こ「ξで獄載鷹④駅心粋 糖々 市電鱒乗づでいるとガ，同僚
たちが購 師雛 居禰 く方嘩 教紅 くれ部 たQI当時，

乃 塑 碑 曝 嚇 んな僻 勧)飾 て嚇 し濡 、私は
次のよ釧 識 潜 「郷 いたのです・陳 客力湘 子を聯 のを

2塵 見蒸翰}次 璽駅で降りなさい唄導璽慧味は霧市電がふ

や 鱗 会鱒 を勘 過ぎると両 こ授 した・つ即 教

余の前逢通り過ぎるとき，男の人たちは敬意を表わして帽

子を取るの恋熱 、「何どすばらレい教えでしょう。人を理解
し，感謝を鯨す麓めに 私たちみんなが倣うべき教訓です。
一礼儀磯 鯵 麟 酵 齪 とを考え∫みましょう・私た
ち畔 磐 鯵 盤 鰭 嬢 よいでじょうか・末曜 徒の

心得 は漢¢1聖句に信つぎりと述べ ら静ています.

1し がじ，㌔わた》 洋灘鷺たが たに言 う。悪人に手向かう
ほお

な，rも し，、だ れ か が あ1なた の右 の 頬 を打 つ な ら，1ほか の 頬

を も向 け て や り な 登 い6・ り一

謹 隣 り人鴛愛 し，・敵を憎 め』・と言われていた;と は，あ
な鰹牟奪の聞いてい牽ξ之ろぞ齢る。、
・b・かじ

，わたしはあなたがたに言うら敵を愛 し1迫 害す

る者のために祈れ。

こうして，天にいますあなたがたの父の子となるためで

ある。」(マ タイ5：39，43-45)

人に応答するときに忘れてならないことの第2は ，かん

しやくを起こさないこぐです。爆発 した怒 りは理性 をねじ

曲げ，知恵を消 し去 り率す。だれでも怒 りやすいものです

が・それ彰行勤り移す前 に自分 自身をコントロールするこ

とができます。私 はよく感 じたのですが，若い宣教師は自

分 やこの教会に敬意を表わさないようなものを見 ると，す

ぐに腹を立ててしまいます。 しかし，私たちも人の感情を

害 していることをときどき忘れているのです。たとえば，

私 たちの教義を不快 に思 っている人たちがいます。ブラジ

ルのある町で，プロテスタン トの牧師が私 たちの教会を中

傷 するパンフ レットを作 って配 り出 し，長老たちの目にも

留まりました。パンフレッ トの内容 は，教会のことが広 く

知 られているアメ リカであれば，相手 にされないような馬

/

聖徒の道/1987年3月 号 35





は行 けません。でも私たちが信 じていることを説明するよ

うに招待されたのです。長老たちがそこへ派遣 されたのは，

そのためですね。」

「ええ， そうです。でもこの状態をどう処理すればよい

でしようか。」

「私 の補佐 に行 って ぢらいましょう
。招待 を受 けなさい。

ただふたつの条件つきでね。こう言いなさい。『もし礼儀正

しく扱ってくださり，私たちの信 じていることを説明する

機会 を必ず与えてくださるなら，喜 んで参加 させていただ

きます。』」

その集会 では，担当の神父が形式ばらずに立って言いま

した。「ここにいるふたりの青年 は彼 らの宗教を教 えていま

す。皆様 にお集 まりいただいたのは，彼 らの教義の説明を

聞 くためです。」会場 には町の有力者を代表 して2，3百 人の

人が出席 していました。

そこで長老たちは立ちあがって，背教 と回復，モルモン

経 について述べました。それが終わってからこう言 いまし.

た。「もし皆さんがこのモルモン経を読んで祈るな らば，主

から証を授 かるでしょう。」会場の後 ろの方にいた神父が直

ちに飛びあがって言いました。「だめです，だめです。あの

本 を読んではいけません。」みんな笑いました。唯一の問題

といえば，集会の後でセブ ンスデーア ドベンティス ト派の

人が神父と言い争いをしていたことぐらいで，長老たちは

ここちよい会話 を交わしました。それ以来，町での伝道に

は何の問題 もありませんでした。

第3に ，言い争いをしないことです。言 い争いは決 して

理解 を生み出 しません。私 は，最近 アリゾナのメサ神殿の

神殿長を解任になったハロル ド・ライ ト兄弟の話 を聞 きま

した。彼 はステrキ 蔀長や地区代表として何年 も働 き，教

会員でない人 とも広く交際していました。あるとき総大会

に行 くと，テンプルスクウェアの外で教会 に反対するチラ

シを配 っている人たちがいました。その中のひとりの男の

人は，毎回来ているようでした。ある大会のときにその人

と話 してみると，ロサンゼルスから来 た牧師でした。ライ

ト兄弟は大会 に来る度 に彼 と話をして友達 になりました。

そして，ある日こう尋ねました。「総大会に出席されたこと
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があ りますか。｣

｢いいえ,あ りません。｣
｢中へ入ってみたいですか。｣

｢是非 とも入ってみたいですね。｣

そこで,そ の牧師を大会に連れて行 きました。ライ ト兄

弟の話によれば,そ の友達は今 まで味 わったこともないよ

うな力を感 じて,何 度 もそのことを話 していたそうです。

私 の知る限 りでは,そ の牧師は改宗 しませんで した。 しか

し,考 えの違う人への何 とすばらしい応待の仕方でしょう。

第4に,教 える機会や証する機会を逃さないことです。

教会に対 して反感 を示す人は,少 なくとも教会について何

らかの関心を持っているのです。私たちは,ブ ラジルで拒

絶を好機 に変える方法を宣教師に教 えました。宣教師たち

はよい雰囲気で2,3回 家庭集会 をしても,あ る 日玄関に

出てきた父親から｢も うあなた方 と宗教 にっいて話 し合わ

ないことにしました｣と よく言われていました。

私たちは宣教師に,こ のような気落 ちする知 らせを受 け

たときは,胸 の内に感 じたことを話すよう教えました。た

とえばこうです。｢もうレッスンを受けないとお決めになっ

て残念です。一緒にお話 しできて とても楽 しかったです。

ご親切にしていただきましたし……。｣もちろん父親は,返

事 に何か良いことを言うでしょう。

そこで長老たちはこう言 うのです。｢ちょっと中に入って

ご家族に挨拶をしてもよろしいですか。 ご無理は申しませ

ん。｣

中で,長 老たちは別のレッスンを無理 にしようとするの

ではなく,こ う言 うのです。｢とても親切 にしていただき感

謝 しています。失礼する前に宣教師の務めですから,福 音

が私 たちにどういう意味 を持 っているか,お 話 ししなけれ･

ばなりません。｣そして,な ぜ彼 らのやり方が正 しいと信 じ

ているのか説明します。

｢ジ ョセブ･ス ミスがベッドの側にひざまずいて,自 分

を愛 してくださっているかどうか主 に尋ねたとき,天 使が

現われたのを覚 えていらっしゃいますか。天使 は次のよう
おんまえ

に言いました。『われは神 の御前より汝に遣わされ し者 にし
なんじ

て わ が名 を モ ロ ナ イ と言 い 』,『神 は 汝 に一 つ の事 を 成 し遂
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げ させ ん と し て居 りた も う』,ま た 『汝 の 名 は,あ らゆ る国
あ

民,あ らゆ る血 族,あ らゆ る国 語 の 民 の 中 に善 く も悪 し く

も覚 え ら れ,あ らゆ る人 々 の 中 に善 く も悪 し く も語 られ る

べ し。』(ジ ョセ ブ･ス ミス2:33)ジ ョセ ブ･ス ミス は 天

使 に何 と言 い ま した か。｣

｢多 分 神 の み 旨 を 行 な う と言 った で し ょ う
。｣

｢そ の とお りで す 。 ジ ョセ ブ は こ う は 言 い ま せ ん で し た。

『ち ょ っ と待 っ て く だ さ い
,天 使 様 。 私 は伝 道 に行 きた い

の で は あ り ませ ん。 主 が私 を愛 して くだ さ っ て い る か ど う

か,知 りた か っ た だ け で す 。』天 使 に そ ん な こ と は言 え ませ

ん ね。 で す か ら は っ き り と 申 しあ げ ま す が,い つ の 日か 皆

さ ん は神 の み 前 に立 っ て,な ぜ 神 の メ ッセ ー ジ を 聞 か な か

っ た の か 尋 ね られ る で し ょ う。 皆 さ ん が何 と言 わ れ る か は

わ か り ませ ん が,福 音 を拒 む 前 に ひ ざ ま ず い て,主 が皆 さ

ん に望 ん で お られ る こ と を祈 り尋 ね て み る べ き だ と思 い ま

す 。 そ う し て く だ さ い ま す か 。｣

教 会 の こ とは も う二 度 と聞 か な い と決 心 し て い た 多 くの

人 々 が,祈 りに 基 づ いて 教 会 に入 り ま し た。

第5に,備 え る こ と で す 。 何 年 も前 で す が,ブ リ ガ ム･

ヤ ング 大 学 の バ ス ケ ッ トボ ー ル の 花 形 選 手 に,ハ ー シ ェ

ル･ピ ダ ー セ ン兄 弟 が い ま した 。 私 は彼 の こ と を よ く思 い

出 し ま す 。 ピダ ー セ ン兄 弟 は あ る 日,仕 事 場 で昼 食 を取 り

な が ら聖 典 を読 ん で い ま し た 。 す る と あ る 人 が 無 造 作 に ド

ア か ら の ぞ き込 ん で こ う言 い ま し た。｢へ え 一,お 前 そん な

本 読 ん で る の か。｣

｢あ あ
,君 は この 本 に つ い て何 か 知 っ て い る か い。｣

｢み ん な知 っ て る さ
。｣

｢ほ ん と う か い
。 じ ゃ あ,救 い 主 が再 臨 さ れ る と き,衣

の色 は何 色 か 言 っ て ご らん 。｣

｢そ ん な の 簡 単 さ
。 白 だ 。｣

｢こ こ に は そ う書 い て な い よ
。｣

｢じ ゃ あ何 色 だ い
。｣

｢自 分 で調 べ て ご ら ん よ
。｣

ピダ ー セ ン兄 弟 は教 え よ う と は し ま せ ん で した 。1,2

週 間 後 に そ の 人 は話 し'合う用 意 を して 戻 って 来 ま し た。 そ

し て後 に こ う 言 っ た そ う で す 。｢ぼ く み た い な男 で も,望 み
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各 地 の た よ り

ヒンク レー副管長 は,私 たちの生活 その

ものが唯一 の価値 ある信仰 の表われ つま

り私 たちの礼拝の象徴 とならなければなら

ない と答 えました。

ヒンク レー副管長 はこの経験 を語 った

1975年4月 の総 大会の説教 の中で,こ の よ

うに述 べて います。

｢私たちは死の象徴 であ る十字架 を信仰

の象徴 にはしない。救 い主は生 きておられ

るか らである。…… いかなる しる しも,い

かなる彫刻や美術…… も,生 けるキ リス ト

の栄光 とみ業 を表 わすことはできない。 イ

エスはどの ような象徴 を使 うべきかにっ い

て,こ う答 えてお られる。『もしあなたがた

がわた しを愛するならば,わ た しのいまし

めを守 るべ きである。』(ヨ ハネ14:15)

キ リス トを信 じる私 たちが,卑 劣で,下

品で,俗 悪な ことを行 なえば,キ リス トに

対するイメー ジを汚す ことになる。逆 に,

上品で,寛 大 な行 ないを示 せば,私 たちが

受 けて いるみ名 を一層輝かす ことになる。｣

(｢大会報告1g73-75｣p.368)

｢御子 の 『み た ま』 常 に一 同と共 に ま し

ます よ う｣

主 は約束 しておられ ます。｢『このパ ンを

食う者 はわが体(の しるし)を 食 いて その

身も霊 も養 い,こ の葡萄液 を飲 む者 はわが

血(の しる し)を 飲 みてその身 も霊 も養 う

によ り,そ の身も霊 も飢え渇 くことなく,

常 に飽 きてあ らん』と。｣(IIIニーフ ァイ20:

8)そ して記録者 ニー ファイは,こ のよう

な重要 な言葉 を残 して います。｢群衆 はみな
みた

パンを食べ葡萄液 を飲 むと 『みたま』 に満

され……た。｣(HIニ ーファイ20:9)

主 に対する信仰 をもって聖餐 会に臨み,

救 い主 を愛 し,そ の戒 めを守るように努め

るならば,私 たちは主 のみた まを授 かるの

です。 そのみたまは,翌 週 までの間私 たち

を支 え力づけてくれ ます。

かつて十二使徒定貝会 の一員で あった メ

ル ビン･J･バ ラー ド長老 は,次 の ように

述べています。

｢私は聖餐が施 されるときにみた まがそ.

こに宿 り,頭 の上か らつま先 まで温か くな

るのを感 じたことがある。 あなた方 も霊 の
いや

傷 が癒 され…… るの を感 じる ことがで き

る。｣(『聖 餐の誓約』｢聖徒 の道｣19佑 年6

月号,p.252)

このバ ラー ド長老 の言葉 は真実 です。真

にへ りくだる心 と悔 いる精神 をもって聖餐

にあずかる ことは,何 という幸 せで しょう

か。 そうする ときに,私 たちの信仰 は強め

られ,日 々の聞題 に対 処するために必要 な

みた まを授 かるのです。主 を記念 するため

に,毎 週 このように行 なおうではあ りませ

んか。

再組織された長野地方部長会
新地方部長に関敏朗兄弟召さる

昨
年11月30日,1984年2月 に長野地方部が設立されて以来地方部長

を務めた高瀬満兄弟が解任になり,新 たに関敏朗兄弟(前 第二副

地方部長,写 真中央)が 召された。第一副地方部長に松沢健兄弟(前 地

方部評議員,写 真左),第 二副地方部長に望月孝夫兄弟(前松本支部第二

副支部長,写 真右)が 召され 長野地方部長会が再組織された。
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私を変えた福音の光..

.長野地方部地方部長 .関敏朗

家鑑瀧蛎讐釜鶴
慨 を覚 えます。現在の 自分 とその生活が,

8年 前の改宗以前のそれ と比べて何 と大 き

く違 った ものになっていることか。それは

驚嘆 にも似 た思 いで もあ り,聖 餐会に在 る

自分 に拍手を してや りたい,そ ん な気持 ち

か もしれ ません。福 音によって人が新 たに

生 まれるとはこのことを言 うので しょうか。

進行 中のわずかずつの変 化ではあ りますが,

.私には奇跡 とも思 えるのです。(この ことか

ら,主イエス･キ リス トは現在 も生 きて 日々

み業 の奇跡 を行 なって いらっしゃることが

明 らかです)

異邦人の突然 の訪問 に驚いた祖 母の頼み

で対応 した高校3年 の私 に,彼 らはモルモ

ン経 を手渡 しま した。請われるままに1週

間借 りはした ものの,そ のモルモン経 はま

ったく読 まれることな く宣教 師の手 に戻 り

ました。数年後,学 業 を終 えて会社 に職 を

奉 ずるようになってしば らくしてから,私

の家の玄関に主 は再 度その僕 を立 たせ まし

た。拒絶 する明確 な理 由がないままに私 は

福音 について教 えを受 けるようになり,教

会員 としての生活を始 めたのです。カ ッ ト

オフ ジーンズにサ ングラスで教会 に集 う当

時の私 の標準が,良 識 ある教 会員 のひん し

ゅくを大 いに買 った と後年 になって聞きま

したが,今 で も赤面 の思 いが します。

しか し,主 は常 に様 々な方法で私 の成長

を助 けて くだ さいま した。 その最 たるもの

が現在のイ判呂である妻 と次々 に私 たちに託

され た子供たちです。私 はこの最愛 の同僚

たちから絶えず霊的 な啓発を受 けています。

互 いに良い感 化を与 え合 う家族 であ りたい

と思 います。特 に妻の理解 と協力 なくして

現在の私 はなかったで しょう。彼女 は福 音

の真実性 に対 する清新な証 と行 ないによっ

て,神 権者と して支部長 としての働 きに挫

折 しそ うな私 を幾度 とな く励 ましたか らで

す。

長女 は自分 の通 う幼稚園 の担任の先 生に

モルモ ン経 を贈 ると宣言 して,わ が家 に伝

2ロ ー カル



εっr年一□{}目εお∠861/菓(0義爵垂

。4∩翠讐＼ミ^禦鼻製ユρ

量9(噛翌馨ユ箪籔豪劃:目⊇!律c～留=～轟國
`=～i購4筥(き含鼻導¥`撃1つてρ傷4挫

。4∩率∩騨瀦⊃1ミチ詣i

4η皐4鼎⊃1｢準4》｣`⊃P(}(∂孟鳥⑦醤

盟夏〔男副ん》d一ロム鬼蕨母昇勤甲∈(な

2Yセ09(Σ.巨46〃ユ(匹～≧【¢畢劃泪`宰,

導判呆隼町⑦24律(字茸身ユ∩⊃ウムー壬牽

@竈9q=～(gz:zメ〆∠二乙一==II)｢曾禦ユ

⊆蛇¥ソ音縁i婁奉別(〃曾…孕⊃1昇陥頓葉Y｣
。=¥∩率宰ユ鰹=～⊇9

号～郭4魯豪｢準4》｣=～藁⑦年⊃1葬`銘津

甥叩⊃1尋¥(}Y86鰹年⑦膨ミラ聯fに1日廉

ユv磐弓論¢[r髭⑦彦励9茸身〉導直厚(}

自【4皐圓曾ゑ秘⊃ウ纏`Y[彰`Y箪螺撃
o鐸∩累(今皐認〉ユ吾暫景潔

G∩【¢c障蝉彰騨璋宵⑦(}Y乙Z罪に1日県

導¥管霧⑦彦。4∩零律(享茸身ユ∩秘21

菖寺》弱9£`Ψ勲【4畢團(△婬1⑦妾4/(壬

一ン婆▽一Ψユ割呆葦号`4翠。4∩季白薯

皐是畢雛⊃ク菖考》弱99⑦ユ》真螺律皐､乙

瓜∠刈×r【(き醐呆葦;号`‡:,誉訓{群町匙;蟄

。4∩零宰ロユG翠畳ユ中⑦昇鋸哨菖愚字

導鮮2蛸…裂(悔⊃1ユ準筥2`ユ6認⊃1(～

蔑母日悼皐鍵⊃{身話¢一G一鰹二～⊇4∩

製ユ申⑦q号∩異⑦醍〃τく[1。乙(摯ユ1累

老`鰹4∩ユn!耳翠∩窮翻罪1⊃1白鐸2爵盈

螺泓4茸`ユ漁認(oユ(汐雌。胃∩翠(汐騨宰

噂ユ6…い畢』』盟⑦4G>q`2茸2量･圭⑦∠

y`〔蝋勤叩`鯉鷺尋轡辺`箪賜ワ4

〃ロ孟`白賜母｢▽一壬刈〃丁ぐ`]二騨

尋¥｣`}(商[解1ユ盟隼禰q剛(濁4⑦…を
o

∩ユ劃月【今魚(き茸勲η41黎∩箪蘂(}2非智:
`∩禦ユ等¥障艀¥⑦(汐4｢〉冨孕i離⑦

･(享

ぐ｣創墨¥(o目II`ユc=～⊃埠⊇!挫曾Gユ

向蚕9【4年豪卑⑦二～甲軒環剥呆ギー壬×

⑦く享る⊃1町⑦2箪慰G黎。4∩準宰く今

ユGさ4辺⊃伸⑦菖等獅ユ遅令`量qユG

皐ユ中(ρ営酬畢年町ユ∩妾`∩叩母…髭こL中

⑦翻腿隼耶⊃1(圏雌則∫圓⑦…を`∩【4∩

。享ユ⑦=¥G評∩

蟄箪⑦護呈9【へ2｢q目qサ｣吐｣〉∩ミ～率ア掻

く44･マ69(RYOO9`〉泓4∩ユYOセε翠1

聯昇=勤叩駒:士ミラ姦;竈ω到暴卑町ミF⑦ユ率目

894目1…捗98619⇒評潭Q4∩ユ逓卯

⊃1軽鼻黙4=～2∫㍗〉ウ罪1剥∫レ劉毒塁¥曾ゑ

将⊃1年コ9f⑦処F[ユ丑⑦⊇`アに慢ゑ箪

累卑逞阻⑦彦`ユG=～2順弓聯例呆隼嘱

q障捷9茎看一母ぐ･く44壬(～(η｢型甲Y

OO9｣⊃㌘ミ手¥～1呆隼可呼尋到コヒ(0日6目II目ヲ斗H

。ゑ率qユ勲【4白呈呈ユG蝉回21…ξア1
,レ≠ロま

㍊1験端諺謬Y

･,ヴ1奪興瞬鞘∵∫

･鱒卿暫轡㌻

ユ41回で

畢叩¢:Y四臼☆
¥麟儲:執ド:ll,薦 …

;i♂

購鰹一
轟熟｣藩･

喋麟イ嘔醐
難i華罪飼:1

ジ遷

。ヨ(隠シ=P曝訓一6母[)(こL倒臼セレ

目乙レ主却翠腿杢母隠腿孝一4∠善早号羊

(ホ

亙⊥璽:泉王胆)¥工畢M獲:至}遽≧≦携
せもマさ

曝杢年泪撮…⊆〔餌m[雌塾● し　れゆ

(矧｣_宰:見王胆)ヨ妻蛭昼:爵署蝶

盟訓一6醜¥腹ギー4Y酌¥●

(2盗譲翻に:黒王II琿)……婁靱焔m:雪曝≧≦肇

盟杢松､｢醍⊆〔餌剥qに●

(劃響田旱:黒壬胆)=呈m豊:暴騒窒

呪凶一乙騨ll腿ギー4∠qに箪萱●

(望口坐9吝1:塁壬胆)董率豊:雪遽杢:蜷

呪≧≡器1俘賑9餌器II鰺●

(脂一粥疸≦早:畢≡E胆)蛋劉風:雪曝杢接

曝≧≡聰困腸更喜圏q率●

(狸騒2ヨm:見壬}曜)'6田劃:{尋男窒

賑副一乙旨陰…接曝孝一.ζ∠塑都q掌●

(罰雌礪)腫話⑦嘗

蕊葺c⊆2⑦[}纏⊆2膣撰鰍醤2呈曽琴曝立面;

蜀箪壼立日21Ω.睾日0ε目レ(ヨα日8レ目レレ

(律翠三手ヲ三切961g⊆≧∩=P･皐尋)。ゑ

翠∩蕨蝉翠1～享4挫9蛍凋呆葦号⑦袈狸`率

劔`薙誉`=～2匹甲曾禦ユ営號(査∩α皐

's^⊃1号⑦鵜曾1乳Lムー当(o腺阜噺。4∩

:撰ζ蕨豪目由･シユη露膿‡:,日呆年騨懸碧

。.巨寧qユ∩総劉

⊃1聴蛍⑦…}､`∩狛草孕i纏(∂珊=～{葦賢藤學

9【4つ劇身胃慰。.巨ユ2噂22曾.巨遜牽嘲

回∩羅亭縣`二～2曾,巨醐∩潔畢墨目
`コ～2曾望↓Y王茸鯛璽裂⑦弔Y⑦告目⊃環

。4∩宰ρ論母〉多写1挫(詠¢艇縢攣曾禦

ユ…享卑彰(ρ[購組雛興〉…憲潔1ユ茸。4∩準

`1蚕孕i闘(}謡魁⊃ほ1レ輩障礁尊鐸翠`年食
ソコをアぎ

鼻(ρ珊04∩翠讐零箪⊃1ミ鶏〉圓⊃㍑ユ中

⑦等i薯刻呆年餌罪1コ～影暫潔畳(ρ智引呆年餌埠 ●

;Lじ鞠=,鴨斡(o昂壬レ贋1

o

∩準∩革鰍ユ易=～9甲∩妥膳⊃澗1磁⊃1鍵

摩(剛醒⑦ユ》#⑦碧晶¥･くム･くレ。4∩睾

劔認母劃目⑦激典荏⑦由･･←9q=～｢9灘⊃1

即量牽鼻4i塁⑦2`壷ユ∩髪。4∩ユ⑦

4∩綴21辱=～塗⊃Dア珊4律〉ユ》聯ユG

G⊃1｢率螺》｣`(}ユ州自∩鐸豪⑦4(二～禦ユ

臼贈曹〉∩φ。4∩舞腸2｢(〃曾〉ユ甲

鰹凱¢吾障=～∈聡豪聡⑦2｣`⊃1雪奎雰=～辺q

=L(二塊9きQ慧ンρ纂弓(6ε一a｢並匿(ρ勒｣｣)

｢.巨…魚今ユ宰く悸1翠皐彰9β｣寧14玖4…ε

。4∩零∩94(}豪ρ量=～･ワ昭⑦戻

響

彰鰭.コ團

撃

箋♂

ゴ

擁

.

貸
ぎ
潔

梅

盆
鑑

む
ノ
ぶ
し

も

騨
･曝

磯

､
騰

覧

写

蕊
懸

灘

騒
騰

秘

轡

緊

･

癬

養
…
あ

F

嚢

囁

《

『竃

義

脳百
"筆
ド誓

炉



m 月に召されたJMTC
第91期 生8名 の名簿

(写頁左より)

〈名 前〉

り.水 野 雄 二

2,松 田 睦 美

3,久 高 仁 美

4,新 富 裕 子

5.菅 野せつ子

6.沼 倉由美子

7.佐 藤 幸 三

8.竹 下 光 春

S:ス テーキ部,W:ワ ー ド部,B:支 部

〈出身地〉

静 岡S/清 水W

札 幌S/豊 岡B

横 浜S/川 崎W

大 阪 堺S/堺W

東 京S/≡ 鷹W

札 幌S/旭 川W

広 島S/東 広 島B

大 阪 北S/茨 木W

〈伝道地〉

岡山伝道部

福岡伝道部

福岡伝 道部

仙 台伝 道部

神 戸伝 道部

福 岡伝 道部

東京南伝道部

神戸伝道部
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主は確 かに生 きてお られます。私たちは

今 回の大会 を準備 し,実 現す る過程 におい

て,そ の証 を強 くしま した。主 は私たちの

信仰 を受 け入れて くださ り,私 たちと共に

働 いて くださったのです。

また今年度 ステーキ部 設立に向 けて,北

陸地方部で はベ ンソン大管長 のチャレンジ

を受け入れ 会員一人一人がモルモン経 を

よく研究 して証 を強めるため に,ま た多く

の人々 にモルモン経を読 む機 会を提供 する

ために,｢モ ルモ ン経10,000冊 配付プ ログ

ラム｣を 開始 しました。 また,そ の一 貫と

して昨年12月28日 か ら1月6日 までの10

日間にモルモ ン経読 破キ ャンペーンを実施

し,多 くの会員 があわ ただ しい年末年始 に

時間 を作 って1日 約100ペ ー ジずつモルモ

ン経 を読 み続 け,読 破 しました。 これまで

とはうって変わ った非常 に霊 的な状態 で新

年 を迎 えるという経験をいたしました。

｢北陸中の全家庭 をモルモ ン経で埋め尽

くしたい｣と いう日光伝道部長(地 方部)

のビジ ョンに比べれば,今 回の目標 はほん

の手始めに過 ぎませんが,そ れでも私た ち

の信仰 と犠牲 の精神 を,主 に知 って いただ

くには十分 な価値 があると思 ってい ます。

また,こ のプ ログラム実施 に伴 って会 員の

伝道参 加が活発 にな り,改 宗者 も増 し加 え

られ るに違いあ りませ ん。

すで に大会後 の2カ 月間に地方部全体で

15人のバプテスマが行 なわれ 主 のみ業の

発展 に拍車をかけてくれ ました。教義 と聖

約第64章32-34節 にあるように,私 たち一

人一 人の信仰 と行 ないの結果 として｢シ オ

ンの良きもの を｣食 べることがで きるよう

に,続 けて頑張 っていきたいと思 います。

主が この業 の指導者 であ り,助 け手である

ことを重ねて証 します。(レポーター:北 陸

地方部第二副地方部長･山 田憲彦)

教会外 の方 々に見ていただいて,モ ルモ ン

経や教 会にっいて知 って もらおうという意

気込みがあったからで した。

12月 に入 り,音 響 や照明,小 道具が加わ

って一層迫 力が出て きました。

当 日,衣 装,メ ークが終 わっていよいよ

本番 です。題名 は｢帰 らざる旅J。 リーハ

イ,ニ ー ファイがエル サレムを出て新 しい
　

地 を目指 し,旅 に出るまでを描 いたモルモ

ン経ニーフ ァイ第一書の出来事 を基 にして

劇 にした ものです。舞台が とて も順調 に台

本 どお りに進 んでいくにつれ,私 は不思議

な感動 を覚 えま した。最 後の｢愛 するなら
あん ど

ば｣の 合 唱が終 わった ときには安 堵感 で満

たされて いま した。 カー テンコールのあと,

監督のあ いさつがあ り,教 会 に初 めて来 ら

れ た方々 に私 たちの証 を記 したモルモ ン経

尉｢帰 ら ざる旅 ゴの上潰 と私
たちの伝道 冠.･1｢,･･

東京西スチ｢キ 部八王子ワ戸ド部

　

が繰 り返 され,カ ッ トされた り加 えられた

りして劇 が作 りあげ られていきました。

11月 になると平 日の練習 も増 え,仕 事 の

帰 りに教会で遅 くまで,ま た兄弟 たちは若

い姉妹 たちが帰 らたあとも夜 中まで見せ場

を繰 り返 し練 習 しま した。一人一入がこれ

ほど真剣 に練習 に打 ち込 めたのは,こ の劇

をただ演じるのではな く,ひ とりで も多 く

轟㌦
･曝

メ

ゆ

鰍謙

響

曝

王子ワー ド部ではク リスマスに,教

八会周辺 の方々や求道者 の方々 に教会

について知 って もらう機会 にしようと,昨

年12月20日 に劇 を上演 する こ とに しま し

た。

8月 から脚本,演 出,監 督 の決定 などの

準備が開始 され,11月 に膨大 な脚本 がキャ

ス トやスタッフの手 に渡 され ました。練習

､
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●荒野 の旅 を導 く リー ハ イ とニ ー フ ァイ

を演 ず る八 王子 ワ ー ド部 の教 会 員
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います。

今年のセ ミナ リー大会 には,指 導者 たち

が大勢出席 して くださるようになって きま

した。70人 を越 えたことすらあ ります。一

丸 となって支援 している支部 のセ ミナ リー

か成功 してい ます。

鳥山兄弟姉妹 のご両 親 は,ふ た りが教会

に入ってか ら,次 々に持 ち帰 る賞状 と賞品

の山に驚 きなか らも,今 ではセ ミナ リーの

良 き理解者 とな り,心 か ら応援 してくださ

っています。(レポーター 北陸地方部評議

貝'野触 郎)%

哩

㍗ ツ

ミ
竃 …]=ン 旧

セミナリーで

学べる幸せ

北陸地方部金沢支部

鳥 山 尚子(16歳)

と弟か教会 に集 うようになって から,

私 ちょうと1年 が過 ぎようとしていま

す。この1年 間に体験 し,教 会 で学 んだこ

とは数 えきれないほとで,ど れ もすばらし

い思い出はかりです。 中でも,特 にセ ミナ

リーの活動によって,1年 前に比へるとず い

ぶん成長す ることができたように思います。

初 めて教材 を渡 され たときは,レ ッスン

に対する期待 と同時に,こ んな に多くのこ

とが覚 えられ るか しらとか,朝 早 く起 きら

れるかなといった不安 もあ りました。

4月になりさっそく教 材を勉 強し始 めまし

たが,教義 と聖約 は想像 以上 にむずかしく,

なかなかはかどりません。 これか らついて

いけるだろうか と心配 したの もつかの間,

その不安 もレッスンを受 けるや いなや どこ

かへ飛んでいって しまったのです。それく

らい早朝 レッスンは楽 しいもので した。神

様 のことや教会の歴史 私 たちが守 らなけ

ればならない戒めな どが様々 にたとえ られ

6ロ ー カル
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て,わ か りやす く教 えられ ます。朝早起 き

することはつ らかったですが,そ れ以上 に

学校 では受け ることのできな い,こ のすば

らしい授業 に出席 しようという気持 ちでい

っぱいでした。

セ ミナリーを受 けて私が一番幸 せに感 じ

たのは,神 様 の言葉 を若い私 たちでも毎 日

の生活 に生かせ るのを知 ったことです。

ある 日の レッスンの ことです。教 師の中

村兄弟 が私 たちにこの ような質問 をされま

した。｢この世 で最 もぜいたくな ことは,と

んな ことでしょう。｣私たち生徒 は,｢多 くの

友 人を持 つこと｣｢受 験 に合格 すること｣な

どと,め いめいが 自分 のぜ いたくについて
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●横浜 ステーキ部扶助協会･若 い女性の年次大

会て 自作の作品を着てフロァーシ ョーに出た横

浜中央 ワー ト部の若い女性。左よ り大山麻裕子

姉妹,相 良なおみ姉妹,大 山麻希子姉妹(現 在

3人 で活動 してい る)

｢成 長 する私｣の

目標を通 して
ナ

大山 麻稀子(13歳)一

若い女性になって
横浜ステーキ部横浜中央ワード部

大山 麻裕子(13歳)

は昨年中学生 にな り,｢若 い女性｣と

私なりました。プ ライマ リーの ときは

｢若い女性｣と いうものが よくわからな く

てどんなことをするのか不安 で したが,今

は｢若 い女性｣と して活動で きるようにな

ってよかったと思い ます。

｢若い女性｣の 初 めての活動は,キ ャン

プで した。最初班を作 ったときは知 らない

人ばか りで,と て も不安で した。それでも

｢若い女 性｣の 付 きそいの指導者 も｢若 い

女性｣の 女 の子 たちもすばらしい人ばか り

で,う れ しかったです。

最後の証会 では,す ばら しい証を聞きま

した。｢若 い女性｣と な って初 めての活動 で

したが本当に良かったと思 います。

その キャンプが終 わってか らも｢若 い女

性｣と していろいろな活動 を しました。夏

ごろから洋服 を作 って,昨 年10月 の年次大

会 のときに発表 しました。縫 い目が曲がっ

ていた り,コ ムが通 らなか った りしました

が,み んなが ほめて くれたのでうれ しかっ

たです。

これか らも｢若 い女性｣で いろい ろなこ

とを学び活動 してい きたいと思い ます。相

良なおみ姉妹 や先輩の ように,す ば らしい

女性 に成長 して多くの人々にこの教 会を紹

介 して,一 緒に活動で きた らと思 います。

(お おや ま･ま ゆ こ)

私
は,昨 年1月 からプ ライマ リーを卒

業 して｢若 い女1生｣に な りました。

最初 は,行 事 が多いのでひ っくりしました。

夏 のキャンプのときには,知 らない人ば

か りでしたが,た くさんの人 と友達 になれ

てうれ しか ったです。

また,月 一度 の活動 も普段 は行 かない所

に行ったりで きるので,と て も楽 しいです。

特 に相良 なおみ姉妹 のような大先輩 がいる

ので,何 で も安 心 してできます。

｢若い女性｣で は｢成 長す る私｣と いう

プログラムをしています。項 目ごとに目標

を立てて,少 しずつ実行 して いくのです。

今,私 は毎 日新約聖書 を1章 ずつ読 む目標

を立てています。

｢成長 する私｣を 始 めてから
,教 会のこ

とが 自然 に生活の中に入 ってきました。 プ

ライマ リーのときは,教 会のことは 日曜 日

くらい しか関心 を持 っていませんで したが,

目標を立 て始 めてか ら教 会のことを多 く考

えるようにな りました。

また活動 を通 して,学 校 の友達 に教 会の

ことを話 すのがとて も多くな りました。小

学校の ときは,教 会 に入っていると変 な 目

で見 られるのではな いか と思 ってな るべ く

教 会の ことは話 さな いでいま した。 しか し,

今で は教 会のことを話すのがとて も楽 しい

です。友達 も様々で,教 会 に関心 を持 って

くれ る友達 と,持 って くれない友達 がい ま

す。確 かに教会 の良 さは,普 通の人 にはな

かなかわか らないと思 います。私 もプ ライ

マ リーの ときは教会 に行 くのがめん どうで,

何の ために行 くのか よくわか りませんで し

た。

これか らは,も っと友達 を誘 って教 会の

ことを多く考 えるように したいです。(お お

や ま･ま き こ)

8ロ ー カル

貴 重 な｢若 い女 性J
lの 経 験:

相良 なおみ(17歳)

F若朧需隷蕪篇
は,今 ここではとても書 ききれませ ん。

一番心 に残 っているの は
,私 が｢若 い女

性｣に 入 ってすぐのときの ことです。 その

とき,私 たちの目標であ る｢成 長す る私｣

を達 成するために,毎 週 土曜 日の3時 がら

教会や教 会の周 りを掃 除 していました。そ

の ときの｢若 い女1生｣の 会長 さんは,寒 い

日も,雨 の 日も毎週遅れずに来 てください

ました。

当時は,遅 れず に来るのが当然 だと思っ

て いました。 しかし,今 考 えてみます と,

会長さんは大変 な犠牲 を払って責任 を果 た

して くださって いたんだ と感 じています。

そのときに私 が得 た ことは,今 で も大変

役 立っています。
◎

私 が今 まで5年 間で得 たことは,こ れか

ら扶 助協会 に行 って も得 ることはで きない

と思 います。 この貴重 な経験 は二度 と得 る

ことはできないで しょう。

今 まで私 を助 け導いて くださった会長会

をは じめとする多 くの指導者の方々に感謝

します。私が受 けたすべ ての ことを,そ し

てそれ以上の ことを ビーハ イブやマイヤメ

イ ドの人 たちに してあげたいと思います。

このことを一生懸命 に行 なうとき,神 様は

確 かに私 たちを助 け導 いてくだ さることを

証 します。(さ か ら･な おみ)

1編集室から
●心 に残 った記事の感想文,各 地の話題や

行事,｢日 々の恵み｣コ ーナーの証,｢職 業

と信仰シ リース｣,カ ッ トなとをお送 リくた

さい。5月 号掲載分の締切 リは3月10日 〔必

着]で す。投稿 には必す連絡先[電 話番号〕,

教会での責任[役職名〕,生 年月日を記入 し

てくたさい。お送 リいただいた原稿は一部

手直 しす ることかあります。

●あて先 〒106東 京都港区南麻布5-10
-30末 日聖徒イエス･キ リス ト教会｢聖

徒 の道｣編 集室 容03(444)5264

■お詫 び訂正2月 号 ローカル3べ 一 ジ

の早坂孝志兄弟の文 中に｢宣 教師 は一彼女

を神の使 い｣と あるの は｢彼 女 は 宣教師

を神の使 い｣の 誤 りです。
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